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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
生理学的に許容され得る媒体中に、下記：
少なくとも２０％の水；
少なくとも１のアルキルセルロース、ここで、該アルキルセルロースがエチルセルロース
である；
室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくとも
１の、炭化水素に基づく第一の非揮発性オイル、ここで、該第一の非揮発性オイルがオク
チルドデカノールである；
シリコーンオイルおよび／またはフッ素オイルから選択される、室温、すなわち２５℃で
および大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくとも１の第二の非揮発性オイ
ル；
室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくとも
１の第三のオイル、ここで該第三のオイルは、該第一の非揮発性オイル以外の、無極性の
炭化水素に基づくオイルから選択される；
少なくとも１の界面活性剤
を含む液状化粧料組成物。
【請求項２】
水中油型エマルジョンの形態である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
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２０℃での粘度が、０．０５～１．５Ｐａ．ｓである、請求項１または２に記載の組成物
。
【請求項４】
該アルキルセルロースが、該組成物の総重量に対して、１～６０重量％の含有量で存在す
る、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
該第二の非揮発性オイルが、フェニルシリコーンオイルから選択される、請求項１～４の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
該組成物の総重量に対して、５～７５重量％の範囲の含有量の第二の非揮発性のシリコー
ンオイルおよび／またはフッ素オイルを含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項７】
該第一の非揮発性オイルが、該組成物の総重量に対して、２～７５重量％の範囲の含有量
で存在する、請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
該第一の非揮発性オイルおよび該アルキルセルロースが、該組成物中に、０．５～２０の
、第一の非揮発性オイル／アルキルセルロース重量比で存在する、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項９】
該組成物の総重量に対して、２０～９５重量％の水を含む、請求項１～８のいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項１０】
２～３０重量％のアルキルセルロース、
３０～８５重量％の水、
１０～５０重量％の総重量の非揮発性オイル、
を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
該第三のオイルが非揮発性のオイルである、請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１２】
該第三のオイルが、８～１６の炭素原子を含有する炭化水素に基づく揮発性オイルから選
択される、請求項１～１１のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
該第三のオイルが、Ｃ８～Ｃ１６イソアルカン（イソパラフィンとしても知られる）、イ
ソドデカン、イソデカン、イソヘキサデカン、直鎖状アルカン、ウンデカン－トリデカン
混合物、ｎ－ウンデカン（Ｃ１１）およびｎ－トリデカン（Ｃ１３）の混合物、およびそ
れらの混合物から選択される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
界面活性剤が非イオン性であり、かつポリ（エチレンオキシド）のアルキルおよびポリア
ルキルエステル、オキシアルキレン化アルコール、ポリ（エチレンオキシド）のアルキル
およびポリアルキルエーテル、ソルビタンの、任意的にポリオキシエチレン化されていて
もよい、アルキルおよびポリアルキルエステル、ソルビタンの、任意的にポリオキシエチ
レン化されていてもよい、アルキルおよびポリアルキルエーテル、アルキルおよびポリア
ルキルグリコシドまたはポリグリコシド、スクロースのアルキルおよびポリアルキルエス
テル、グリセロールの、任意的にポリオキシエチレン化されていてもよい、アルキルおよ
びポリアルキルエステル、グリセロールの、任意的にポリオキシエチレン化されていても
よい、アルキルおよびポリアルキルエーテル、ジェミニ型界面活性剤、セチルアルコール
およびステアリルアルコール、ならびにそれらの混合物から選択される、請求項１～１３
のいずれか１項に記載の組成物。
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【請求項１５】
界面活性剤がアミノ酸誘導体、および／またはスクロースのアルキルおよびポリアルキル
エステル、ならびにそれらの混合物から選択される、請求項１～１４のいずれか１項に記
載の組成物。
【請求項１６】
界面活性剤の総含有量が、該組成物の総重量に対して、０．１～２０重量％である、請求
項１～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
少なくとも１の染料を含む、請求項１～１６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１８】
フィラー、ワックス、親水性ゲル化剤、ペースト状の脂肪物質、半結晶性ポリマーおよび
／または親油性ゲル化剤、ならびにそれらの混合物から選択される少なくとも１の化合物
を含む、請求項１～１７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
口唇または皮膚をメイクアップするおよび／またはケアするための組成物である、請求項
１～１８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２０】
口唇をメイクアップするおよび／またはケアするための組成物である、請求項１～１９の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
請求項１～２０のいずれか１項に記載の少なくとも１の組成物を皮膚および／または口唇
に施与することから成る少なくとも１の工程を含む、皮膚および／または口唇をメイクア
ップするおよび／またはケアするための化粧的方法。
【請求項２２】
生理学的に許容され得る媒体中に、下記：
少なくとも水；
少なくとも１のアルキルセルロース、ここで、該アルキルセルロースがエチルセルロース
である；
室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくとも
１の、炭化水素に基づく第一の非揮発性オイル、ここで、該第一の非揮発性オイルがオク
チルドデカノールである；
シリコーンオイルおよび／またはフッ素オイルから選択される、室温、すなわち２５℃で
および大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくとも１の第二の非揮発性オイ
ル；
室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくとも
１の第三のオイル、ここで該第三のオイルは、該第一の非揮発性オイル以外の、無極性の
炭化水素に基づくオイルから選択される；
少なくとも１の界面活性剤
を含む少なくとも１の化粧料組成物を口唇に施与することから成る少なくとも１の工程を
含む、口唇をメイクアップするおよび／またはケアするための化粧的方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、アルキルセルロースを含む液状化粧料組成物に向けられる。上記組成物は、特
に、口唇または皮膚、特に口唇、をメイクアップするおよび／またはケアするためである
ことが意図され、堆積物（ｄｅｐｏｓｉｔ）、特にメイクアップ堆積物を作ることができ
、上記体積物は、良好な化粧特性、特に、快適性（ｃｏｍｆｏｒｔ）、べたつきがないこ
と、および光沢の点で良好な化粧特性を示す。
【背景技術】
【０００２】
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一般に、化粧料組成物は、皮膚および／または口唇に施与されるときに審美的効果を与え
、そしてこの審美的効果を時間がたっても維持することが必要である。
【０００３】
特に、化粧料組成物を施与した後に審美的効果を作りだすことは、メイクアップ性能、化
粧特性、例えば施与に関する快適性（施与の容易さ、施与時の滑らかさ（ｇｌｉｄａｎｃ
ｅ））および組成物を付けている間の快適性（新鮮であり（ｆｒｅｓｈ）および／または
突っ張り感がない）、組成物によって作られた堆積物の十分な均一性、明るさおよび光沢
、の集まりによって表わされる、組成物に固有の特性の結果である。
【０００４】
特に、均一でありかつ２４℃および４５℃で時間がたっても安定である液状組成物であっ
て、皮膚または口唇上でのその堆積物が均一で、新鮮で、明るく、十分光沢を有し、そし
てべたつかないところの組成物の製造は、口紅および他のスキンケアおよび／またはリッ
プケア製品の分野において働く配合者の継続する第一の関心事である。
【０００５】
エチルセルロースは、化粧料組成物および／または治療用組成物において、皮膚および／
または口唇上に膜を形成することを容易にするためのおよびこの膜の耐水性を改善するた
めの膜形成剤としてすでに知られている。
【０００６】
不幸なことに、エチルセルロースおよび一般にアルキルセルロース（アルキル基は１～６
の炭素原子を有する）は、化粧料組成物および／または皮膚用組成物において通常使用さ
れる溶媒の大部分における溶解度が限られている。一般に、２～８の炭素原子を有する一
価アルコール、例えばエタノール、ブタノール、メタノールまたはイソプロパノールは、
十分な量のエチルセルロースを化粧料組成物または医薬組成物に溶解するために好ましい
。対応する化粧料組成物を皮膚または口唇に施与した後のＣ２～Ｃ８一価アルコールの蒸
発が、先ず堆積物の濃縮をもたらし、次いで、皮膚または口唇の表面に、非常に良好な磨
耗特性を有する膜の形成をもたらす。例えば、国際公開第９６／３６３１０号パンフレッ
トは、特にエチルアルコール（ＳＤＡ　３８Ｂ－１９０またはＳＤＡ　４０Ｂ－１９０溶
媒）に溶解されたエチルセルロースを含む化粧料組成物を提案している。
【０００７】
しかし、これらの揮発性の一価アルコールは、皮膚および／または口唇に対して潜在的に
刺激的であるという欠点を有し、その結果、皮膚へ繰返し使用する場合には有害であり得
る。
【０００８】
この問題を克服するために、米国特許第５９０８６３１号明細書では、Ｃ２～Ｃ８一価ア
ルコールに代わるものとして、エチルセルロースのための特定の溶媒、例えばラノリン油
、特定のトリグリセリド、特定のプロピレングリコールまたはネオペンチルグリコールエ
ステル、イソステアリルラクテートおよびそれらの混合物が提案されている。
【０００９】
不幸なことに、揮発性化合物であるこれらのＣ２～Ｃ８一価アルコールをこれらの非揮発
性溶媒で置き替えることは、他方では、得られる堆積物の快適性、新鮮な感覚および明る
さの点で不利であり得る。
【００１０】
その結果、Ｃ２～Ｃ８一価アルコールを含まず、十分な量のアルキルセルロースを含み、
そして、皮膚および／または口唇上に、光沢がありかつ快適性を有し、かつべたつきが少
ないかべたつきのない堆積物を形成することができる化粧料組成物の必要がなおもある。
【００１１】
特に、均一であり、時間がたっても安定であり（特に２４℃で７２時間および４５℃７２
時間）、特に相分離を受けず、施与が容易であり、また、均一で、明るく、新鮮であり、
移動がなく（ｎｏｎ－ｍｉｇｒａｔｉｎｇ）、特にべたつきが少なくまたはべたつきがな
く、そして十分に光沢がある堆積物を作ることを可能にする、皮膚および／または口唇を
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メイクアップするおよび／またはケアするための組成物の必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許第５９０８６３１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
本発明の１の目的は、そのテクスチャーが均一でありかつ２４℃および４５℃で安定であ
る組成物を提案することである。
【００１４】
本発明の目的は、正確には、これらの必要を満足することである。
【００１５】
下記に示す実施例から分かるように、本発明者らは、水中の分散物の形態のアルキルセル
ロースをＣ２～Ｃ８一価アルコール以外の特定のオイルの混合物とともに配合することに
より、上記の期待が満足され得ることを見出した。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
すなわち、本発明の第一の局面によれば、本発明の主題は、生理学的に許容され得る媒体
中に、下記：
－少なくとも２０％の水、好ましくは少なくとも３０％の水、
－少なくとも１のアルキルセルロース、ここで、上記アルキルセルロースがエチルセルロ
ースである、
－室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体である少なくと
も１の、炭化水素に基づく第一の非揮発性オイル（第一のオイルと言う場合がある）、こ
こで、上記第一の非揮発性オイルがオクチルドデカノールである
－少なくとも１の第二のオイル、ここで上記第二のオイルは、シリコーンオイルおよび／
またはフッ素オイルから選択される、室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７
６０ｍｍＨｇで液体である非揮発性オイルである、
－室温、すなわち２５℃でおよび大気圧、すなわち７６０ｍｍＨｇで液体であるなくとも
１の第三のオイル、ここで上記第三のオイルは、上記第一の非揮発性オイル以外の、無極
性の炭化水素に基づくオイルから選択される、
－少なくとも１の界面活性剤、好ましくは非イオン性界面活性剤
を含む液状化粧料組成物である。
 
【発明の効果】
【００１７】
有利なことに、本発明に従う化粧料組成物が、均一であり、時間がたっても（特に、２４
℃および４５℃で７２時間後、さらには１か月後に）安定であり（にじみや相分離がない
）、皮膚および／または口唇への施与が容易であり、そして、均一で、きめ細かく（ｆｉ
ｎｅ）、明るく、新鮮であり、また移動がなく、乾燥または突っ張り感がなく、べたつか
ず、またはべたつきが少なく、そして十分に光沢がある堆積物を生じる。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
本発明に従う組成物は、２０℃で液状である。
【００１９】
用語「液状」は、２０℃および大気圧（７６０ｍｍＨｇ）下で自重で流動することができ
る組成物であり、これは「固形」と言われる組成物と対立する。
【００２０】
好ましくは、組成物が、皮膚および／または口唇をメイクアップするおよび／またはケア
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するための組成物である。好ましい実施態様によれば、組成物が、リップ用製品である。
好ましくは、本発明に従う化粧料組成物が、液状の口紅、例えばグロスまたは口唇のため
の「ステイン（ｓｔａｉｎ）」である。
【００２１】
用語「ステイン」は、その粘度が、慣用のグロスよりも小さい非常に流動性のある組成物
を意味することが意図される。リップステインは、例えばリップブラシで施与され得、そ
して、口唇用の慣用のグロス組成物によって得られるよりもきめ細かい堆積物を得ること
を可能にする。一般に「ステイン」型の組成物で得られる膜の厚さは好ましくは５μｍ～
３０μｍであり、好ましくは５～２０μｍである。
【００２２】
本発明に従う組成物はまた、皮膚および／または口唇、好ましくは口唇、をメイクアップ
するおよび／またはケアする方法に関する。
【００２３】
本発明に従う組成物はまた、水溶性染料の使用に特に適することが分かる。
【００２４】
下記の実施例から分かるように、本発明に従う考慮下のオイルの組合せは、上記組成物に
おいてアルキルセルロース、好ましくは例えばエチルセルロース、を配合するために特に
有利であることが分かる。
【００２５】
本発明に従う組成物は有利には、有効量のアルキルセルロースの使用を可能にする。本発
明の目的のために、用語「有効量」は、先に記載されたように、予期される効果を得るた
めに十分な量を意味する。
【００２６】
特に、本発明に従う組成物は、組成物の総重量に対して、少なくとも１重量％（固形分）
、特に好ましくは少なくとも２重量％のアルキルセルロース（好ましくはエチルセルロー
ス）を含む。
【００２７】
特に好ましくは、本発明に従う組成物が、組成物の総重量に対して、２～６０重量％、よ
り好ましくは２．５～３０重量％、さらにより好ましくは３～２０重量％のアルキルセル
ロース（好ましくはエチルセルロース）を含む。
【００２８】
用語「生理学的に許容され得る媒体」は、本発明に従う組成物を皮膚および／または口唇
に施与するために特に適する媒体を示すことが意図される。
【００２９】
好ましくは、本発明に従う組成物が、１．５Ｐａ．ｓ未満の２０℃での粘度を有する。
【００３０】
好ましくは、本発明に従う組成物が、０．０５～１．５Ｐａ．ｓ、好ましくは０．０８～
１Ｐａ．ｓの粘度を有する。この実施態様によれば、グロスおよびステインの粘度が包含
される。
【００３１】
特に好ましい実施態様によれば、本発明に従う組成物が、０．１～０．７Ｐａ．ｓの粘度
を有する。
【００３２】
粘度を測定するためのプロトコル
この実施態様によれば、本発明に従う組成物が、２０℃でペースト形状であるとき（用語
「ペースト」または「バター」は、固体でなく、その粘度が測定され得る組成物を意味す
る）、その粘度が下記のプロトコルに従って測定され得る。
【００３３】
粘度の測定は、２０℃で、非常に流動性のある配合物（その粘度が０．７Ｐａ．ｓ未満で
ある）の場合にはＮｏ．２スピンドルを備えたＲｈｅｏｍａｔ　ＲＭ１８０粘度計を使用
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して、またはその粘度が０．７Ｐａ．ｓ超、特に０．７～１．５Ｐａ．ｓである、わずか
に粘性の配合物の場合にはＮｏ．３スピンドルを備えたものを使用して行われる。測定は
、スピンドルを１０分間（その時間の終わりに、粘度の安定化およびスピンドルの回転速
度の安定化が観測される）、２００ｓ－１のせん断速度で回転した後に行われる。
【００３４】
本発明に従う組成物は、２０℃で０．０５～１．５Ｐａ．ｓ、好ましくは０．０８～１Ｐ
ａ．ｓの粘度を有する。
【００３５】
特に好ましくは、本発明に従う組成物の２０℃での粘度が、０．１～０．７Ｐａ．ｓであ
る。
【００３６】
本発明に従う組成物は好ましくは、水性相中のオイルのエマルジョンの形態であり、これ
は慣用的に「水中油型エマルジョン」として知られる。
【００３７】
１の特定の実施態様によれば、本発明の組成物は、シリコーン界面活性剤を５重量％未満
、特に４重量％未満、特に３重量％未満、より特に２重量％未満、特に１重量％未満の量
で含み、さらにはシリコーン界面活性剤を完全に含まない。
【００３８】
本発明の別の局面によれば、本発明の主題が、口唇および／または皮膚、特に口唇、をメ
イクアップするおよび／またはケアするための化粧的方法であり、上記方法は、先に定義
された少なくとも１の組成物を口唇および／または皮膚に施与することからなる少なくと
も１の工程を含む。
【００３９】
エチルセルロース
本発明に従う組成物は、少なくともアルキルセルロースを含む。そのアルキル残基は、１
～６の炭素原子、好ましくは２～６、好ましくは２～３の炭素原子を有し、好ましくはエ
チルセルロースである。
【００４０】
１の特に好ましい実施態様によれば、アルキルセルロース（好ましくはＣ２～Ｃ６、好ま
しくはエチルセルロース）が、本発明に従う組成物中に１～６０重量％の含量（固形分）
で存在する。
【００４１】
特に好ましくは、本発明に従う組成物が、上記組成物の総重量に対して、２～３０重量％
の、さらに好ましくは２．５～２０重量％のアルキルセルロース（好ましくはＣ２～Ｃ６

）を含む。
【００４２】
アルキルセルロースは、β－無水グルコース単位が互いにアセタール結合を介して結合し
て形成された鎖を含むセルロースアルキルエーテルである。各無水グルコース単位は、３
個の置換可能なヒドロキシル基を有し、これらのヒドロキシル基の全部または幾つかが、
下記反応にしたがって反応し得る。

ここで、Ｒはセルロースラジカルを表わす。
【００４３】
有利には、アルキルセルロースが、メチルセルロース、エチルセルロースおよびプロピル
セルロースから選択される。
【００４４】
１の特に好ましい実施態様によれば、アルキルセルロースがエチルセルロースである。そ
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れはセルロースエチルエーテルである。
【００４５】
上記３個のヒドロキシル基の全置換は、各無水グルコースに関して３の置換度、言い換え
ると５４．８８％のアルコキシ基含有量をもたらす。
【００４６】
本発明に従う化粧料組成物において使用されるエチルセルロースポリマーは好ましくは、
無水グルコース単位１個につき２．５～２．６のエトキシ基による置換度を有する、言い
換えると４４～５０％のエトキシ基含有量を有する、ポリマーである。
【００４７】
好ましい態様によれば、アルキルセルロース（好ましくはエチルセルロース）が、本発明
の組成物において、ラテックスまたは擬ラテックス型の分散物のように、水性相中に分散
された粒子の形態で使用される。これらのラテックス分散物を調製する方法は、当業者に
周知である。
【００４８】
ＦＭＣ　Ｂｉｏｐｏｌｙｍｅｒ社によってＡｑｕａｃｏａｔ　ＥＣＤ－３０の名前で販売
されている製品は、水中の約２６．２重量％の割合のエチルセルロースの分散物からなり
、そしてラウリル硫酸ナトリウムおよびセチルアルコールで安定化されており、これが、
エチルセルロースの水性分散物としての使用に特に適する。
【００４９】
１の特定の実施態様によれば、エチルセルロースの水性分散物、特にＡｑｕａｃｏａｔ　
ＥＣＤの製品、が組成物の総重量に対して３～９０重量％、特に５～６０重量％、好まし
くは５～５０重量％のエチルセルロース分散物の割合で使用され得る。
【００５０】
上述したように、アルキルセルロースは、本発明によれば、下記により特に記載されるよ
うにオイルの混合物と組み合わせて使用される。
【００５１】
生理学的に許容され得る媒体
先に示された化合物の他に、本発明に従う組成物は、生理学的に許容され得る媒体を含む
。
【００５２】
用語「生理学的に許容され得る媒体」は、本発明の組成物を皮膚および／または口唇に施
与するために特に適する媒体を示すことが意図され、例えば水、化粧料組成物において通
常使用されるオイルまたは有機溶媒である。
【００５３】
生理学的に許容され得る媒体（許容され得る耐性、毒性および感触）は一般に、組成物が
その上に施与されるところの土台（ｓｕｐｐｏｒｔ）の性質および組成物がその形態で調
整されるところの形態に適合される。
【００５４】
脂肪相
本発明に従う組成物は、少なくとも１の脂肪相、特に液状脂肪相、少なくとも１の第一の
特定の炭化水素に基づく非揮発性オイルおよび、シリコーンオイルおよび／またはフッ素
オイルから選択される少なくとも１の第二の非揮発性オイルを含む。用語「オイル」は、
室温（２５℃）および大気圧（７６０ｍｍＨg）で液体である、水に混和しない非水性化
合物を意味する。
【００５５】
特定の第一の炭化水素に基づく非揮発性オイル
本発明に従う組成物は、下記：
－Ｃ１０～Ｃ２６アルコール、好ましくは一価アルコール、
－Ｃ２～Ｃ８のモノカルボン酸またはポリカルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの、任意
的にヒドロキシル化されていてもよい、モノエステル、ジエステルまたはトリエステル、
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－Ｃ２～Ｃ８ポリオールと１以上のＣ２～Ｃ８カルボン酸とのエステル
から選択される、１以上の第一の炭化水素に基づく非揮発性オイルを含む。
【００５６】
用語「非揮発性」は、室温および大気圧での蒸気圧がゼロでなく、かつ０．０２ｍｍＨｇ
（２．６６Ｐａ）未満、さらには１０－３ｍｍＨｇ（０．１３Ｐａ）未満であるオイルを
意味する。
【００５７】
好ましくは、上記「第一のオイル」が、
－Ｃ１０～Ｃ２６一価アルコール、
－Ｃ２～Ｃ８カルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの任意的にヒドロキシル化されていて
もよいモノエステル、
－Ｃ２～Ｃ８ジカルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの任意的にヒドロキシル化されてい
てもよいジエステル、
－Ｃ２～Ｃ８トリカルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの任意的にヒドロキシル化されて
いてもよいトリエステル、
－Ｃ２～Ｃ８ポリオールと１以上のＣ２～Ｃ８カルボン酸とのエステル
から選択される。
【００５８】
用語「炭化水素に基づくオイル」は、炭素および水素原子および場合によって酸素原子か
ら本質的に形成され、それらによって構成されるオイルを意味し、ヘテロ原子、例えばＮ
、Ｓｉ、ＦおよびＰ、を有しない。すなわち、炭化水素に基づくオイルは、シリコーンオ
イルおよびフッ素オイルと異なる。
【００５９】
本発明の場合には、上記第一のオイルが、少なくとも１の酸素原子を有する。
【００６０】
特に、上記第一の非揮発性の炭化水素に基づくオイルは、少なくとも１のアルコール基を
有し（そのときには、「アルコールオイル」である）、および／または少なくとも１のエ
ステル基を有する（そのときには、「エステルオイル」である）。
【００６１】
本発明に従う組成物において使用され得るエステルオイルは特に、ヒドロキシル化されて
いてもよい。
【００６２】
１の特定の実施態様によれば、本発明に従う組成物が、１以上の第一の非揮発性の炭化水
素に基づくオイルを、組成物の総重量に対して２～７５重量％、好ましくは５～５０重量
％、特に５～４０重量％の含有量で含む。
【００６３】
１の特に好ましい実施態様によれば、非揮発性の炭化水素に基づくオイルおよびアルキル
セルロース（特にエチルセルロース）が、本発明に従う組成物において、０．５～２０、
好ましくは１～１５の「非揮発性の炭化水素に基づく第一のオイル／アルキルセルロース
」重量比で使用される。特に好ましくは、「非揮発性の炭化水素に基づく第一のオイル／
アルキルセルロース」重量比が２～１０である。
【００６４】
特に、本発明に従う組成物において使用される第一の非揮発性の炭化水素に基づくオイル
は特に、可塑性を有し得る。すなわち、それは、本発明に従う組成物によって形成される
堆積物に柔軟性（ｓｕｐｐｌｅｎｅｓｓ）および快適性を付与し得る。
【００６５】
特に好ましい実施態様によれば、上記第一のオイルが、Ｃ１０～Ｃ２６アルコール、好ま
しくは一価アルコール、であり、それは好ましくは、少なくとも１６の炭素原子を有する
場合には分岐している。
【００６６】
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好ましくは、Ｃ１０～Ｃ２６アルコールが、飽和または不飽和であり、および分岐してお
りまたは分岐しておらず、そして１０～２６の炭素原子を有する。好ましくは、Ｃ１０～
Ｃ２６アルコールが、脂肪族アルコールであり、それは好ましくは、少なくとも１６の炭
素原子を有する場合には分岐している。
【００６７】
本発明に従って使用され得る脂肪族アルコールの例として、合成起源または天然起源の、
直鎖のまたは分岐した脂肪族アルコール、例えば植物（ココナツ、パーム核、パームなど
）由来のアルコールまたは動物（タロー（ｔａｌｌｏｗ）など）由来のアルコールが挙げ
られ得る。言うまでもなく、他の長鎖アルコール、例えばエーテルアルコールまたはゲル
ベ（Ｇｕｅｒｂｅｔ）アルコールも使用され得る。最後に、天然起源のアルコール、例え
ばココナツ（Ｃ１２～Ｃ１６）またはタロー（Ｃ１６～Ｃ１８）またはジオールもしくは
コレステロール型の化合物、のいくつかの多かれ少なかれ長い部分（ｆｒａｃｔｉｏｎ）
も使用され得る。
【００６８】
好ましくは、１０～２４の炭素原子、より好ましくは１２～２２の炭素原子を有する脂肪
族アルコールが使用される。
【００６９】
本発明の文脈において使用され得る好ましい脂肪族アルコールの特定の例として、ラウリ
ルアルコール、ミリスチルアルコール、イソステアリルアルコール、パルミチルアルコー
ル、オレイルアルコール、ベヘニルアルコール、エルシル（ｅｒｕｃｙｌ）アルコール、
アラキジルアルコール、２－ヘキシルデシルアルコール、イソセチルアルコールおよびオ
クチルドデカノール、ならびにそれらの混合物が特に挙げられ得る。
【００７０】
好ましくは、上記第一のオイルが、オクチルドデカノールおよびイソステアリルアルコー
ルならびにそれらの混合物から選択される。
【００７１】
好ましくは、上記「第一のオイル」がオクチルドデカノールである。
【００７２】
第二の実施態様によれば、上記第一のオイルが、下記：
－Ｃ２～Ｃ８カルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの任意的にヒドロキシル化されていて
もよいモノエステル、
－Ｃ２～Ｃ８ジカルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの任意的にヒドロキシル化されてい
てもよいジエステル、例えばアジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸２－ジエチルヘキシ
ル、アジピン酸ジブチルまたはアジピン酸ジイソステアリル、
－Ｃ２～Ｃ８トリカルボン酸とＣ２～Ｃ８アルコールとの任意的にヒドロキシル化されて
いてもよいトリエステル、例えばクエン酸エステル、例えばクエン酸トリオクチル、クエ
ン酸トリエチル、アセチルクエン酸トリブチル、クエン酸トリブチルまたはアセチルクエ
ン酸トリブチル、
－Ｃ２～Ｃ８ポリオールと１以上のＣ２～Ｃ８カルボン酸とのエステル、例えば一酸のグ
リコールジエステル、例えばジヘプタン酸ネオペンチルグリコール、または一酸のグリコ
ールトリエステル、例えばトリアセチン
から選択されるエステルオイルである。
【００７３】
第二の非揮発性のシリコーンオイルおよび／またはフッ素オイル
本発明の局面の１によれば、本発明に従う組成物が、シリコーンオイルおよび／またはフ
ッ素オイルから選択される少なくとも１の第二の非揮発性オイルを含む。
【００７４】
用語「非揮発性」は、室温および大気圧での蒸気圧がゼロでなく、かつ０．０２ｍｍＨｇ
（２．６６Ｐａ）未満、さらには１０－３ｍｍＨｇ（０．１３Ｐａ）未満であるオイルを
意味する。
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【００７５】
好ましくは、シリコーンオイルおよび／またはフッ素オイルから選択される非揮発性オイ
ルが、上記組成物の総重量に対して、５～７５重量％、好ましくは８～４０重量％、ある
いは１０～３０重量％の範囲の合計含有量で存在する。
【００７６】
１の特定の実施態様によれば、本発明に従う組成物が、１以上の非揮発性シリコーンオイ
ル（好ましくはフェニルシリコーンオイル）および／または非揮発性フッ素オイルを、組
成物の総重量に対して少なくとも５重量％、特に５～７５重量％、特に好ましくは８～４
５重量％の割合で含む。
【００７７】
１の特に好ましい実施態様によれば、組成物が、組成物の総重量に対して１０～６０重量
％、好ましくは２０～５０重量％の合計含有量の非揮発性オイル（すなわち、それらの性
質に関係なく、組成物の非揮発性オイルの全て）を含む。
【００７８】
特に好ましい実施態様によれば、非揮発性オイル（すなわち、それらの性質に関係なく、
組成物の非揮発性オイルの全て）およびアルキルセルロースが、本発明に従う組成物にお
いて、１～２０、好ましくは４～１５の非揮発性オイル／アルキルセルロース重量比で使
用される。
【００７９】
非揮発性シリコーンオイル
第一の特に好ましい実施態様によれば、非揮発性オイルがシリコーンオイルである。
【００８０】
用語「シリコーンオイル」は、少なくとも１のケイ素原子を含むオイルを意味する。
【００８１】
本発明で使用され得る非揮発性シリコーンオイルは特に、２５℃での粘度が９センチスト
ローク（ｃＳｔ）（９ｘ１０－６ｍ２／ｓ）以上かつ８００，０００ｃＳｔ未満、好まし
くは５０～６００，０００ｃＳｔ、好ましくは１００～５００，０００ｃＳｔであるシリ
コーンオイルから選択され得る。このシリコーンオイルの粘度は、標準ＡＳＴM　Ｄ－４
４５に従って測定され得る。
【００８２】
第一の実施態様によれば、非揮発性シリコーンオイルが非フェニル系シリコーンオイルで
ある。
【００８３】
非揮発性の非フェニル系シリコーンオイルは、下記：
－非揮発性ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、
－アルキルまたはアルコキシ基を有するＰＤＭＳ、上記基はシリコーン鎖のペンダントで
ありおよび／またはシリコーン鎖の端部にあり、これらの基は各々２～２４の炭素原子を
有する、
－脂肪族および／または芳香族基、または官能基、例えばヒドロキシル、チオールおよび
／またはアミン基、を有するＰＤＭＳ、
－任意的にフッ素基で置換されていてもよいポリアルキルメチルシロキサン、例えばポリ
メチルトリフルオロプロピルジメチルシロキサン、
－官能基、例えばヒドロキシル、チオールおよび／またはアミン基、で置換されたポリア
ルキルメチルシロキサン、
－脂肪酸、脂肪族アルコールまたはポリオキシアルキレン、およびそれらの混合物で変性
されたポリシロキサン
から選択され得る。
【００８４】
１の実施態様によれば、本発明に従う組成物は、少なくとも１の非フェニル系シリコーン
オイル、特に直鎖（すなわち非環式）のオイル、を含有する。
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【００８５】
挙げられ得るこれらの非揮発性の非フェニル系直鎖シリコーンオイルの代表的例は、ポリ
ジメチルシロキサン、アルキルジメチコーン、ビニルメチルメチコーン、および任意的に
フッ素化されていてもよい脂肪族基、または官能基、例えばヒドロキシル、チオールおよ
び／またはアミン基、で変性されたシリコーンを包含する。
【００８６】
非フェニル系シリコーンオイルは、下記式（Ｉ）のシリコーンから特に選択され得る。

ここで、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６は、一緒にまたは別個に、１～６の炭素原子を有するアルキ
ル基であり、
Ｒ３およびＲ４は、一緒にまたは別個に、１～６の炭素原子を有するアルキル基、ビニル
基、アミン基またはヒドロキシル基であり、
Ｘは、１～６の炭素原子を有するアルキル基、ヒドロキシル基またはアミン基であり、
ｎおよびｐは、流動性化合物、特に２５℃での粘度が９センチストローク（ｃＳｔ）（９
ｘ１０－６ｍ２／ｓ）～８００，０００ｃＳｔである流動性化合物を有するように選択さ
れる整数である。
【００８７】
本発明に従って使用され得る非揮発性シリコーンオイルとして、式（Ｉ）において下記の
場合の化合物が挙げられ得る。
－置換基Ｒ１～Ｒ６およびＸがメチル基を表わし、ｐおよびｎが、粘度が５００，０００
ｃＳｔであるようなもの、例えば、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ社によってＳＥ３
０の名前で販売されている製品、Ｗａｃｋｅｒ社によってＡＫ５０００００の名前で販売
されている製品、Ｂｌｕｅｓｔａｒ社によってＭｉｒａｓｉｌ　ＤＭ５０００００の名前
で販売されている製品、およびＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＤｏｗ　ｃｏｒｎｉｎ
ｇ　２００　Ｆｌｕｉｄ　５０００００ｃＳｔの名前で販売されている製品、
－置換基Ｒ１～Ｒ６およびＸがメチル基を表わし、ｐおよびｎが、粘度が６００００ｃＳ
ｔであるようなもの、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇ　２００　Ｆｌｕｉｄ　６００００ＣＳの名前で販売されている製品、およびＷａｃｋ
ｅｒ社によってＷａｃｋｅｒ　Ｂｅｌｓｉｌ　ＤＭ６００００の名前で販売されている製
品、
－置換基Ｒ１～Ｒ６およびＸがメチル基を表わし、ｐおよびｎが、粘度が３５０ｃＳｔで
あるようなもの、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　
２００　Ｆｌｕｉｄ　３５０ＣＳの名前で販売されている製品、
－置換基Ｒ１～Ｒ６がメチル基を表わし、基Ｘがヒドロキシル基を表わし、ｎおよびｐが
、粘度が７００ｃＳｔであるようなもの、例えば、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ社によってＢａｙ
ｓｉｌｏｎｅ　Ｆｌｕｉｄ　Ｔ０．７の名前で販売されている製品。
【００８８】
第二の実施態様によれば、本発明に従う組成物が、第二の非揮発性オイルとして少なくと
も１の非揮発性のフェニルシリコーンオイルを含む。
【００８９】
挙げられ得るこれらの非揮発性のフェニルシリコーンオイルの代表的例は、下記を包含す
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る。
－下記式のフェニルシリコーンオイル：

［基Ｒは互いに独立して、メチルまたはフェニルを表わし、ただし少なくとも１の基Ｒは
フェニルを表わし、好ましくは、この式において、フェニルシリコーンオイルが、少なく
とも３、例えば少なくとも４、少なくとも５または少なくとも６、のフェニル基を有する
。］、
－下記式のフェニルシリコーンオイル：

［基Ｒは互いに独立して、メチルまたはフェニルを表わし、但し少なくとも１の基Ｒがフ
ェニルを表わす。好ましくは、この式において、上記オルガノポリシロキサンが、少なく
とも３、例えば少なくとも４または少なくとも５、のフェニル基を有する。上述のフェニ
ルオルガノポリシロキサンの混合物が使用され得る。挙げられ得る例は、トリフェニル、
テトラフェニルまたはペンタフェニルオルガノポリシロキサンの混合物を包含する。］、
－下記式のフェニルシリコーンオイル：

［Ｍｅはメチルを表わし、Ｐｈはフェニルを表わす。そのようなフェニルシリコーンは特
に、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社製のＰＨ－１５５５　ＨＲＩまたはＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎ
ｇ　５５５　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌｕｉｄ（化学名：１，３，５－トリメチル－１，１
，３，５，５－ペンタフェニルトリシロキサン；ＩＮＣＩ名：トリメチルペンタフェニル
トリシロキサン）である。Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５５４　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｆｌｕ
ｉｄも使用され得る。］、
－下記式のフェニルシリコーンオイル：

［Ｍｅはメチルを表わし、ｙは１～１０００であり、Ｘは－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）（Ｐ
ｈ）を表す。］、
－下記式（Ｖ）のフェニルシリコーンオイル
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［Ｍｅはメチルであり、Ｐｈはフェニルであり、ＯＲ’は基－ＯＳｉＭｅ３を表わし、ｙ
は０または１～１０００であり、ｚは１～１０００であり、化合物（Ｖ）は非揮発性オイ
ルである。第一の実施態様によれば、ｙが１～１０００である。例えば、特にＷａｃｋｅ
ｒ社によってＢｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ　１０００の名前で販売されている、トリメチルシロ
キシフェニルジメチコーンが使用され得る。第二の実施態様によれば、ｙが０に等しい。
例えば、特にＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　５５６　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｇｒａｄｅ　Ｆｌｕ
ｉｄの名前で販売されている、フェニルトリメチルシロキシトリシロキサンが使用され得
る。］、
―下記式（ＶＩ）のフェニルシリコーンオイル、およびそれらの混合物、

［Ｒ１～Ｒ１０は互いに独立して、飽和または不飽和の、直鎖状、環式または分岐したＣ

１～Ｃ３０炭化水素に基づく基であり、ｍ、ｎ、ｐおよびｑは互いに独立して、０～９０
０であり、ただしｍ＋ｎ＋ｑの和が０以外である。好ましくはｍ＋ｎ＋ｑの和が１～１０
０である。好ましくはｍ＋ｎ＋ｐ＋ｑの和が１～９００であり、さらには１～８００であ
る。好ましくはｑが０に等しい。］、
―下記式（ＶＩＩ）のフェニルシリコーンオイル、およびそれらの混合物、

［Ｒ１～Ｒ６は互いに独立して、飽和または不飽和の、直鎖状、環式または分岐したＣ１

～Ｃ３０炭化水素に基づく基であり、ｍ、ｎおよびｐは互いに独立して、０～１００であ
り、ただしｎ＋ｍの和が１～１００である。好ましくはＲ１～Ｒ６が互いに独立して飽和
の、直鎖のまたは分岐したＣ１～Ｃ３０、特にＣ１～Ｃ１２の炭化水素に基づく基であり
、特にメチル、エチル、プロピルまたはブチル基である。Ｒ１～Ｒ６は特に、同一であり
得、さらにはメチル基であり得る。好ましくは、式（ＶＩI）において、ｍ＝１または２
または３、および／またはｎ＝０、および／またはｐ＝０または１が当てはまり得る。］
、
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―下記式（ＶＩＩＩ）のフェニルシリコーンオイル、およびそれらの混合物、

［ＲはＣ１～Ｃ３０アルキル基、アリール基またはアラルキル基であり、ｎは０～１００
の整数であり、ｍは０～１００の整数であり、ただしｎ＋ｍの和が１～１００である。特
に式（ＶＩＩＩ）の基Ｒおよび先に定義されたＲ１～Ｒ１０が各々、直鎖のまたは分岐し
た、飽和または不飽和のアルキル基、特にＣ２～Ｃ２０、特にＣ３～Ｃ１６、より特にＣ

４～Ｃ１０のもの、または単環式または多環式のＣ６～Ｃ１４、特にＣ１０～Ｃ１３のア
リール基、またはアラルキル基（そのアリールおよびアルキル残基は先に定義した通りで
ある）を表わし得る。好ましくは式（ＶＩＩＩ）のＲおよびＲ１～Ｒ１０が各々、メチル
、エチル、プロピル、イソプロピル、デシル、ドデシルまたはオクタデシル基、あるいは
フェニル、トリル、ベンジルまたはフェネチル基を表わし得る。１の実施態様によれば、
２５℃での粘度が５～１５００ｍｍ２／ｓ（すなわち５～１５００ｃＳｔ）、好ましくは
５～１０００ｍｍ２／ｓ（すなわち５～１０００ｃＳｔ）である式（ＶＩＩＩ）のフェニ
ルシリコーンオイルが使用され得る。特に使用され得るフェニルシリコーンオイルは、式
（ＶＩII）のフェニルトリメチコーン、例えばＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社のＤＣ５５６（
２２．５ｃＳｔ）、Ｒｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ社のオイルＳｉｌｂｉｏｎｅ　７０６６
３Ｖ３０（２８ｃＳｔ）、またはジフェニルジメチコーン、例えばＷａｃｋｅｒ社のＢｅ
ｌｓｉｌオイル、特にＢｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ１０００（１０００ｃＳｔ）、Ｂｅｌｓｉｌ
　ＰＤＭ２００（２００ｃＳｔ）およびＢｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ２０（２０ｃＳｔ）を包含
する（括弧内の値は２５℃での粘度を表わす）。］、
－下記式のフェニルシリコーンオイル、およびそれらの混合物、

［Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５およびＲ６は、一緒にまたは別個に、１～６の炭素原子を有するアル
キル基であり、Ｒ３およびＲ４は、一緒にまたは別個に、１～６の炭素原子を有するアル
キル基、またはアリール基であり、Ｘは１～６の炭素原子を有するアルキル基、ヒドロキ
シル基またはビニル基であり、ｎおよびｐは、上記オイルに、２００，０００ｇ／モル未
満、好ましくは１５０，０００ｇ／モル未満、より好ましくは１００，０００ｇ／モル未
満の重量平均分子量を与えるように選択される。］、
－上記フェニルシリコーンは、特に、フェニルトリメチコーン、フェニルジメチコーン、
フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコーン、ジフェニ
ルメチルジフェニルトリシロキサンおよび２－フェニルエチルトリメチルシロキシシリケ
ート、ならびにそれらの混合物から選択される。
【００９０】
特に、上記フェニルシリコーンは、フェニルトリメチコーン、フェニルジメチコーン、フ
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ェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコーン、ジフェニル
メチルジフェニルトリシロキサンおよび２－フェニルエチルトリメチルシロキシシリケー
ト、ならびにそれらの混合物から選択される。
【００９１】
好ましくは、本発明に従う非揮発性フェニルシリコーンオイルの重量平均分子量が、５０
０～１００００ｇ／モルの範囲である。
【００９２】
好ましい非揮発性シリコーンオイルの例として、例えば下記のシリコーンオイルが挙げら
れ得る。
－フェニルシリコーン（フェニルシリコーンオイルとしても知られる）、例えばトリメチ
ルシロキシフェニルジメチコーン（例えば、Ｗａｃｋｅｒ社のＢｅｌｓｉｌ　ＰＤＭ１０
００（ＭＷ＝９０００ｇ／モル）（上記式（Ｖ）を参照））、フェニルトリメチコーン（
例えばＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによってＤＣ５５６の商品名で販売されているフェニルト
リメチコーン）、フェニルジメチコーン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキ
サン、ジフェニルジメチコーン、ジフェニルメチルジフェニルトリシロキサン、２－フェ
ニルエチルトリメチルシロキシシリケート、トリメチルペンタフェニルトリシロキサン（
例えばＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによってＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＰＨ－１５５５　ＨＲ
Ｉ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　ｆｌｕｉｄの名前で販売されている製品）（上記式（ＩＩI）を
参照）、
－非揮発性ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、シリコーン鎖のペンダントでありおよ
び／または上記鎖の端部にあるアルキルまたはアルコキシ基を有するポリジメチルシロキ
サン（これらの基は各々、２～２４の炭素原子を含有する）、
－ならびにこれらの混合物。
【００９３】
好ましくは、第二の非揮発性オイルがフェニルシリコーンオイルである。
【００９４】
好ましくは、フェニルシリコーンオイルが使用される。１の好ましい実施態様によれば、
フェニルシリコーンオイルが、トリメチルシロキシフェニルジメチコーンから選択される
。
【００９５】
１の好ましい実施態様によれば、非揮発性シリコーンオイルが、上記組成物の総重量に対
して５～７５重量％、特に１０～４０重量％、好ましくは１５～３０重量％の総含有量で
存在する。
【００９６】
非揮発性フッ素オイル
第二の実施態様によれば、第二の非揮発性オイルがフッ素オイルである。
【００９７】
用語「フッ素オイル」は、少なくとも１のフッ素原子を有するオイルを意味する。
【００９８】
本発明に従って使用され得るフッ素オイルは、欧州特許出願公開第８４７７５２号明細書
に記載されたフルオロシリコーンオイル、フルオロポリエーテルおよびフルオロシリコー
ン、ならびに過フッ素化合物から選択され得る。
【００９９】
本発明によれば、用語「過フッ素化合物」は、水素原子の全てがフッ素原子で置き替えら
れた化合物を意味する。
【０１００】
１の特に好ましい実施態様によれば、本発明に従うフッ素オイルは、過フッ素オイルから
選択される。
【０１０１】
本発明において使用され得る過フッ素オイルの例として、パーフルオロデカリンおよびパ



(17) JP 5905605 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

ーフルオロパーヒドロフェナンスレンが挙げられ得る。
【０１０２】
１の特に好ましい実施態様によれば、フッ素オイルが、パーフルオロパーヒドロフェナン
スレンおよび特にＣｒｅａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓ社によって販売されているＦｉ
ｆｌｏｗ（商品名）の製品から選択される。特に、Ｆ２　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社によって
Ｆｉｆｌｏｗ　２２０の名前で販売されている、ＩＮＣＩ名がパーフルオロパーヒドロフ
ェナンスレンであるフッ素オイルが使用され得る。
【０１０３】
上記第一のオイル以外の、第三の炭化水素に基づくオイル
本発明に従う組成物は、第三のオイルを含む。上記第三のオイルは、上記第一のオイルと
は異なる、炭化水素に基づくオイルである。
【０１０４】
第一の好ましい実施態様によれば、上記第三の炭化水素に基づくオイルが非揮発性オイル
である。
第一の実施態様によれば、上記非揮発性の炭化水素に基づくオイルが、無極性の炭化水素
に基づくオイルから選択される。
【０１０５】
本発明の目的のために、用語「無極性オイル」は、２５℃でのその溶解性パラメータ（δ

ａ）が０（Ｊ／ｃｍ３）１／２に等しいオイルを意味する。
【０１０６】
Ｈａｎｓｅｎ三次元溶解性空間における溶解性パラメータの定義および計算が、Ｃ．Ｍ．
　Ｈａｎｓｅｎの論文、「三次元溶解性パラメータ（Ｔｈｅ　ｔｈｒｅｅ－ｄｉｍｅｎｓ
ｉｏｎａｌ　ｓｏｌｕｂｉｌｉｔｙ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ）」、Ｊ．Ｐａｉｎｔ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌ．、３９、１０５（１９６７）に記載されている。
【０１０７】
このＨａｎｓｅｎ空間によれば、
－δＤが、分子衝撃中に誘起された双極子の形成から誘導されたロンドン分散力を特徴付
け、
－δｐが、永久双極子間のデバイ相互作用力を特徴付け、また、誘起双極子および永久双
極子の間のケーソン相互作用力をも特徴付け、
－δｈが、特定の相互作用力（例えば水素結合、酸／塩基、供与体／受容体など）を特徴
付け、および
－δａが、式δａ＝（δｐ

２＋δｈ
２）１／２によって決定される。

【０１０８】
パラメータδｐ、δｈ、δＤおよびδａは、（Ｊ／ｃｍ３）１／２で表わされる。
【０１０９】
好ましくは、非揮発性の無極性の炭化水素に基づくオイルが酸素原子を含まない。
好ましくは、非揮発性の無極性の炭化水素に基づくオイルが、鉱物起源のまたは合成起源
の直鎖のまたは分岐した炭化水素から選択され得、例えば下記から選択され得る。
－流動パラフィンまたはその誘導体、
－液化石油ゼリー、
－ナフタレンオイル、
－ポリブチレン、例えばＡｍｏｃｏ社によって販売されまたは製造されたＩｎｄｏｐｏｌ
　Ｈ－１００（モル質量またはＭＷ＝９６５ｇ／モル）、Ｉｎｄｏｐｏｌ　Ｈ－３００（
ＭＷ＝１３４０ｇ／モル）、およびＩｎｄｏｐｏｌ　Ｈ－１５００（ＭＷ＝２１６０ｇ／
モル）、
－水素化ポリイソブチレン、例えばＮｉｐｐｏｎ　Ｏｉｌ　Ｆａｔｓ社によって販売され
ているＰａｒｌｅａｍ（商品名）、Ａｍｏｃｏ社によって販売されまたは製造されたＰａ
ｎａｌａｎｅ　Ｈ－３００Ｅ（ＭＷ＝１３４０ｇ／モル）、Ｓｙｎｔｅａｌ社によって販
売されまたは製造されたＶｉｓｅａｌ　２００００（ＭＷ＝６０００ｇ／モル）およびＷ
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ｉｔｃｏ社によって販売されまたは製造されたＲｅｗｏｐａｌ　ＰＩＢ１０００（ＭＷ＝
１０００ｇ／モル）、
－デセン／ブテンコポリマー、ポリブテン／ポリイソブテンコポリマー、特にＩｎｄｏｐ
ｏｌ　Ｌ－１４、
－ポリデセンおよび水素化ポリデセン、例えばＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社によっ
て販売されまたは製造されたＰｕｒｅｓｙｎ　１０（ＭＷ＝７２３ｇ／モル）およびＰｕ
ｒｅｓｙｎ　１５０（ＭＷ＝９２００ｇ／モル）、
－ならびにそれらの混合物。
【０１１０】
第二の実施態様によれば、上記非揮発性の炭化水素に基づくオイルが、上記「第一のオイ
ル」以外の極性の炭化水素に基づくオイルから選択される。
【０１１１】
特に、上記第一のオイル以外の極性の非揮発性オイルが、エステルオイル、特に１８～７
０の炭素原子を有するもの、であり得る。
【０１１２】
挙げられ得る例は、モノエステル、ジエステルまたはトリエステルを包含する。
【０１１３】
上記エステルオイルは、ヒドロキシル化されていてもよい。好ましくは、ヒドロキシル化
されていない。
【０１１４】
上記非揮発性エステルオイルは好ましくは、下記から選択される。
－合計で１８～４０の炭素原子を有するモノエステル、特に式Ｒ１ＣＯＯＲ２（Ｒ１は、
４～４０の炭素原子を有する直鎖のまたは分岐した脂肪酸残基を表わし、Ｒ２は、炭化水
素に基づく鎖であり、特に、４～４０の炭素原子を有する、分岐したものであり、但し、
Ｒ１＋ Ｒ２≧１８である）のモノエステル、例えばＰｕｒｃｅｌｌｉｎオイル（セトス
テアリルオクタノエート）、イソノニルイソノナノエート、Ｃ１２～Ｃ１５アルキルベン
ゾエート、２－エチルヘキシルパルミテート、オクチルドデシルネオペンタノエート、２
－オクチルドデシルステアレート、２－オクチルドデシルエルケート、イソステアリルイ
ソステアレート、２－オクチルドデシルベンゾエート、アルコールまたは多価アルコール
のオクタノエート、デカノエートまたはリシノレエート、イソプロピルミリステート、イ
ソプロピルパルミテート、ブチルステアレート、ヘキシルラウエート、２－エチルヘキシ
ルパルミテート、２－ヘキシルデシルラウレート、２－オクチルデシルパルミテート、２
－オクチルドデシルミリステートまたは２－ジエチルヘキシルスクシネートであり、好ま
しくは、式Ｒ１ＣＯＯＲ２（Ｒ１は、４～４０の炭素原子を有する直鎖のまたは分岐した
脂肪酸残基を表わし、Ｒ２は、炭化水素に基づく鎖であり、特に、４～４０の炭素原子を
有する、分岐したものであり、但し、Ｒ１＋ Ｒ２≧１８である）のエステルであり、好
ましくは、上記エステルが、合計で１８～４０の炭素原子を有する。挙げられ得る好まし
いモノエステルは、イソノニルイソノナノエート、オレイルエルケートおよび／または２
－オクチルドデシルネオペンタノエートを包含する；
－ジエステル、特に合計で１８～６０の、特に１８～５０の炭素原子を有するもの、特に
、ジカルボン酸と一価アルコールとのジエステル、好ましくは例えばジイソステアリルマ
レート、またはモノカルボン酸のグリコールジエステル、例えばネオペンチルグリコール
ジヘプタノエート、またはポリ－２－グリセリルジイソステアレート（特に、Ａｌｚｏ社
によりＤｅｒｍｏｌ　ＤＧＤＩＳの商品名で販売されている化合物）；
－トリエステル、特に合計で３５～７０の炭素原子を有するもの、特に例えばトリカルボ
ン酸のトリエステル、例えばトリイソステアリルシトレート、またはトリデシルトリメリ
テート、またはモノカルボン酸のグリコールトリエステル、例えばポリ－２－グリセリル
トリイソステアレート；
－テトラエステル、特に３５～７０の総炭素数を有するもの、例えばモノカルボン酸のペ
ンタエリスリトールまたはポリグリセロールテトラエステル、例えばペンタエリスリチル
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テトラペラルゴネート、ペンタエリスリチルテトライソステアレート、ペンタエリスリチ
ルテトライソノナノエート、グリセリルトリス（２－デシル）テトラデカノエート、ポリ
－２－グリセリルテトライソステアレートまたはペンタエリスリチルテトラキス（２－デ
シル）テトラデカノエート；
－不飽和脂肪酸二量体および／または三量体とジオールとの縮合により得られるポリエス
テル、例えば仏国特許出願公開第０８５３６３４号明細書に記載されたもの、特にジリノ
ール酸と１，４－ブタンジオールとのポリエステル。これに関して、特に、Ｂｉｏｓｙｎ
ｔｈｉｓによってＶｉｓｃｏｐｌａｓｔ　１４４３６Ｈの名前（ＩＮＣＩ名：ジリノール
酸／ブタンジオールコポリマー）で販売されているポリマー、またはポリオールと二酸二
量体とのコポリマーおよびそのエステル、例えばＨａｉｌｕｓｃｅｎｔ　ＩＳＤＡ、が挙
げられ得る；
－ジオール二量体とモノカルボン酸またはジカルボン酸とのエステルおよびポリエステル
、例えばジオール二量体と脂肪酸とのエステルおよびジオール二量体とジカルボン酸二量
体とのエステル、特に、不飽和脂肪酸、特にＣ８～Ｃ３４、特にＣ１２～Ｃ２２、特にＣ

１６～Ｃ２０、より特にＣ１８のもの、の二量化によって特に誘導されるジカルボン酸二
量体から得られ得るもの、例えばジリノール二酸とジリノールジオール二量体とのエステ
ル、例えばＮｉｐｐｏｎ　Ｆｉｎｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社によってＬｕｓｐｌａｎ　ＤＤ
－ＤＡ５およびＤＤ－ＤＡ７の商品名で販売されているもの；
－ビニルピロリドン／１－ヘキサデセンコポリマー、例えばＩＳＰ社によってＡｎｔａｒ
ｏｎ　Ｖ－２１６（Ｇａｎｅｘ　Ｖ２１６としても知られる）の名前で販売されている製
品（ＭＷ＝７３００ｇ／モル）；
－炭化水素に基づく植物油、例えば脂肪酸トリグリセリド（室温で液体である）、特に７
～４０の炭素原子を有する脂肪酸のもの、例えばヘプタン酸またはオクタン酸トリグリセ
リドまたはホホバオイルであり、特に、飽和トリグリセリド、例えばカプリル酸／カプリ
ン酸トリグリセリドおよびそれらの混合物、例えばＣｏｇｎｉｓからＭｙｒｉｔｏｌ　３
１８の名前で販売されている製品、グリセリルトリヘプタノエート、グリセリルトリオク
タノエート、およびＣ１８－３６酸トリグリセリド、例えばＳｔｅａｒｉｎｅｒｉｅｓ　
ＤｕｂｏｉｓによってＤｕｂ　ＴＧＩ　２４の名前で販売されているもの、ならびに不飽
和トリグリセリド、例えばひまし油、オリーブ油、キシメニア（ｘｉｍｅｎｉａ）オイル
およびプラカキシ（ｐｒａｃａｘｉ）オイル；
－ならびにそれらの混合物。
【０１１５】
１の好ましい実施態様によれば、第三のオイルが、無極性の、かつ好ましくは非揮発性の
、炭化水素に基づくオイルである。好ましくは、この実施態様によれば、流動パラフィン
、液化石油ゼリー、ナフタレンオイル、ポリブチレン、水素化ポリイソブチレン、デセン
／ブテンコポリマー、ポリブテン／ポリイソブテンコポリマー、ポリデセンおよび水素化
ポリデセン、ならびにそれらの混合物から選択される。
【０１１６】
好ましい実施態様によれば、上記組成物が、組成物の総重量に対して０．５～４０重量％
、好ましくは１～３０重量％、より好ましくは２～２０重量％の総含有量の第三のオイル
、好ましくは非揮発性のもの、を含む。
【０１１７】
第二の実施態様によれば、第三の炭化水素に基づくオイルが揮発性オイルである。
【０１１８】
本発明の目的のために、用語「揮発性オイル」は、室温および大気圧（７６０ｍｍＨｇ）
で１時間未満で、ケラチン物質との接触により蒸発することができるオイルを意味する。
本発明の揮発性有機溶媒および揮発性オイルは、室温で液体であり、室温および大気圧で
ゼロでない蒸気圧、特に０．１３～４００００Ｐａ（１０－３～３００ｍｍＨｇ）、特に
１．３～１３０００Ｐａ（０．０１～１００ｍｍＨｇ）、より特に１．３～１３００Ｐａ
（０．０１～１０ｍｍＨｇ）の範囲の蒸気圧を有する揮発性有機溶媒および化粧用オイル
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である。
【０１１９】
好ましくは、炭化水素に基づく揮発性オイルが無極性オイルである。
【０１２０】
無極性の揮発性炭化水素に基づくオイルは、４０～１０２℃、好ましくは４０～５５℃、
好ましくは４０～５０℃の範囲の引火点を有し得る。
【０１２１】
炭化水素に基づく揮発性オイルは特に、８～１６の炭素原子を有する炭化水素に基づく揮
発性オイルおよびそれらの混合物から選択され得、特に下記：
－分岐したＣ８～Ｃ１６アルカン、例えばＣ８～Ｃ１６イソアルカン（イソパラフィンと
しても知られる）、イソドデカン、イソデカンおよびイソヘキサデカン、例えばＩｓｏｐ
ａｒまたはＰｅｒｍｅｔｈｙｌの商品名で販売されているオイル；
－直鎖状アルカン、例えばＳａｓｏｌによってそれぞれＰａｒａｆｏｌ　１２－９７およ
びＰａｒａｆｏｌ　１４－９７の名前で販売されているｎ－ドデカン（Ｃ１２）およびｎ
－テトラデカン（Ｃ１４）ならびにそれらの混合物、ウンデカン－トリデカン混合物（Ｃ
ｅｔｉｏｌ　ＵＴ）、Ｃｏｇｎｉｓ社の、国際公開第２００８／１５５０５９号パンフレ
ットの実施例１および２で得られたｎ－ウンデカン（Ｃ１１）およびｎ－トリデカン（Ｃ
１３）の混合物、ならびにそれらの混合物；
から選択され得る。
【０１２２】
１の特定の実施態様によれば、炭化水素に基づく揮発性オイルは、上記組成物の総重量に
対して０．１～３０重量％、特に０．５～２０重量％の含有量で存在し得る。
【０１２３】
有利には、上記組成物が、１０重量％未満、好ましくは５重量％未満の１～５の炭素原子
を有する一価アルコールを含む。１の特定の実施態様によれば、組成物が、１～５の炭素
原子を有する一価アルコールを含まない。
【０１２４】
好ましい実施態様によれば、組成物が揮発性オイルを含まない。
【０１２５】
１の特定の実施態様によれば、組成物が、組成物の総重量に対して０．５～４０重量％、
好ましくは１～３０重量％、より好ましくは２～２０重量％の範囲の第三のオイルの総含
有量を有する。
【０１２６】
好ましくは、組成物が、２～３０重量％のアルキルセルロース、好ましくはエチルセルロ
ース、３０～８５重量％の水および１０～５０重量％の非揮発性オイルを含む。
【０１２７】
追加のオイル
本発明に従う組成物は、非揮発性炭化水素に基づく「第一のオイル」、シリコーンオイル
および／またはフッ素オイルから選択される非揮発性「第二のオイル」および上記第一の
オイル以外の第三の炭化水素に基づくオイルの他に、これらのオイル以外の少なくとも１
の追加のオイルを含み得る。
【０１２８】
特に、追加のオイルが、揮発性シリコーンオイルおよび／または揮発性フッ素オイルから
選択され得る。
【０１２９】
第一の実施態様によれば、追加の揮発性オイルがシリコーンオイルであり、特に４０～１
０２℃、好ましくは５５℃超かつ９５℃以下の、好ましくは６５～９５℃の範囲の引火点
を有するシリコーンオイルから選択され得る。
【０１３０】
本発明で使用され得る追加の揮発性シリコーンオイルとして、室温での粘度が８センチス
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トローク（ｃＳｔ）（８×１０－６ｍ２／ｓ）であり、そして特に２～１０のケイ素原子
、特に２～７のケイ素原子を有する直鎖または環式のシリコーンが挙げられ得、これらの
シリコーンは任意的に、１～１０の炭素原子を有するアルキルまたはアルコキシ基を有し
ていてもよい。本発明で使用され得る揮発性シリコーンオイルとして、５および６ｃＳｔ
の粘度を有するジメチコーン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロ
ペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプタメチルヘキシルトリシ
ロキサン、ヘプタメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメ
チルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサンおよびドデカメチルペンタシロキサン
、ならびにそれらの混合物が特に挙げられ得る。
【０１３１】
第二の実施態様によれば、追加の揮発性オイルがフッ素オイル、例えばノナフルオロメト
キシブタンまたはパーフルオロメチルシクロペンタン、およびそれらの混合物である。
【０１３２】
好ましい実施態様によれば、組成物が追加のオイルを含まない。
【０１３３】
固形脂肪物質
ワックス
本発明に従う組成物は、ワックス、ペースト状の脂肪物質、およびそれらの混合物から選
択される少なくとも１の固形脂肪物質を含み得る。
【０１３４】
本発明の目的のために、用語「ワックス」は、室温（２５℃）で固体であり、可逆的な固
体／液体の状態変化を有し、３０℃以上の融点（１２０℃までであり得る）を有する親油
性化合物を意味する。
【０１３５】
本発明に従う組成物において使用され得るワックスは、室温で変形可能であってもなくて
もよい、動物、植物、鉱物または合成起源の固形ワックス、およびそれらの混合物から選
択される。
【０１３６】
特に、炭化水素に基づくワックス、例えば蜜ろう、ラノリンワックスまたは支那蝋（Ｃｈ
ｉｎｅｓｅ　ｉｎｓｅｃｔ　ｗａｘ）；ライスワックス、カルナウバワックス、キャンデ
リラワックス、オーリキュリー（ｏｕｒｉｃｕｒｙ）ワックス、エスパルトグラス（ｅｓ
ｐａｒｔｏ　ｇｒａｓｓ）ワックス、コルクファイバーワックス、サトウキビワックス、
ジャパンワックス（Ｊａｐａｎ　ｗａｘ）および木蝋（ｓｕｍａｃｈ　ｗａｘ）；モンタ
ンワックス、マイクロクリスタリンワックス、パラフィンおよびオゾケライト；ポリエチ
レンワックス、ポリメチレンワックス、フィッシャー・トロプシュ合成により得られたワ
ックスおよびワックス様コポリマーならびにそれらのエステルが使用され得る。
【０１３７】
また、直鎖のまたは分岐したＣ８～Ｃ３２脂肪族鎖を有する動物または植物油の接触水素
化によって得られたワックスも挙げられ得る。
【０１３８】
これらのワックスとして特に挙げられ得るのは、水素化ホホバオイル、水素化ひまわり油
、水素化ひまし油、水素化ココナツ油、水素化ラノリン油、Ｈｅｔｅｒｅｎｅ社によって
Ｈｅｓｔ　２Ｔ－４Ｓの名前で販売されているビス（１，１，１－トリメチロールプロパ
ン）テトラステアレートおよびＨｅｔｅｒｅｎｅ社によってＨｅｓｔ　２Ｔ－４Ｂの名前
で販売されているビス（１，１，１－トリメチロールプロパン）テトラベヘネートである
。
【０１３９】
また、挙げられ得るワックスは、シリコーンワックス　（Ｃ３０－４５アルキルジメチコ
ーン）およびフッ素ワックスを包含する。
【０１４０】
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また、使用され得るワックスは、Ｓｏｐｈｉｍ社によってＰｈｙｔｏｗａｘ　ｒｉｃｉｎ
　１６Ｌ６４および２２Ｌ７３の商品名で販売されている、セチルアルコールでエステル
化されたひまし油の水素化によって得られたものを包含する。そのようなワックスは、仏
国特許出願公開第２７９２１９０号明細書に記載されている。
【０１４１】
使用され得るワックスは、Ｃ２０～Ｃ４０アルキル（ヒドロキシステアリルオキシ）ステ
アレート（アルキル基は、２０～４０の炭素原子を有する）であり、単独でまたは混合物
として使用される。そのようなワックスは特に、Ｋｏｓｔｅｒ　Ｋｅｕｎｅｎ社によって
Ｋｅｓｔｅｒ　Ｗａｘ　Ｋ　８２　Ｐ、Ｈｙｄｒｏｘｙｐｏｌｙｅｓｔｅｒ　Ｋ　８２　
ＰおよびＫｅｓｔｅｒ　Ｗａｘ　Ｋ　８０　Ｐの商品名で販売されている。
【０１４２】
好ましくは、上記ワックスが、融点（Ｔｍ）が６６℃以下、好ましくは６５℃以下のワッ
クスから選択される。
【０１４３】
好ましくは、６６℃以下、好ましくは６５℃以下のＴｍを有するワックスが、キャンデリ
ラワックス（６４．３℃）、ポリグリセロール化蜜ろう（６３．１℃）、セレシンワック
ス（６０．１℃）、Ｕｌｔｒａｂｅｅ　ＷＤ（６１．３℃）、ペンタエリスリチルテトラ
ステアレート（６３．０℃）、テトラコンタニルステアレート（６５．１℃）、脂肪酸ワ
ックス（６３．７℃）；蜜ろう（６２．６℃）、モンタンワックス（６３．４℃）、スク
ロースポリベヘネート（６４．１℃）、Ｋｏｓｔｅｒ　ＫＰＣ－６０（６１．７℃）、Ｋ
ｏｓｔｅｒ　ＫＰＣ－６３　（６５．２℃）、Ｓｏｐｈｉｍ社によってＰｈｙｔｏｗａｘ
　Ｏｌｉｖｅ　１８　Ｌ　５７の名前で販売されている、オリーブ油とステアリルアルコ
ールとの水素化エステル（５７℃）、ＳＩＯ（ＡＤＭ）によってＧＶ　６０の名前で販売
されている水素化パーム油、ＣｉｒｅｂｅｌｌｅによってＣｉｒｅｂｅｌｌｅ　３０３の
名前で販売されているポリメチレンワックス（５４℃）；ＣｉｒｅｂｅｌｌｅによってＣ
ｉｒｅｂｅｌｌｅ　５０５の名前で販売されているポリメチレンワックス（４０℃）、Ｃ
ｒｏｄａによってＳｙｎｃｒｏｗａｘ　ＨＲＣ－ＰＡ－（ＭＨ）の名前で販売されている
グリセリルトリベヘネート（６０℃）、ならびにそれらの混合物から選択される。
【０１４４】
好ましくは、上記組成物が少なくとも１のポリメチレンワックスを含み得、上記ワックス
が好ましくは、ＣｉｒｅｂｅｌｌｅによってＣｉｒｅｂｅｌｌｅ　３０３の名前で販売さ
れているポリメチレンワックス（５４℃）；ＣｉｒｅｂｅｌｌｅによってＣｉｒｅｂｅｌ
ｌｅ　５０５の名前で販売されているポリメチレンワックス（４０℃）から選択される。
【０１４５】
１の特に好ましい実施態様によれば、組成物が、６６℃超のＴｍを有するワックスを含ま
ない。
【０１４６】
この理由は、本発明に従う組成物の調製中に、６６℃超のＴｍを有するワックス、例えば
ポリエチレンワックス、マイクロクリスタリンワックスまたはカルナウバワックス、の導
入が塊や球状物の形成をもたらし得、したがって、滑らかで均一な組成物の製造を妨げ得
るからである。
【０１４７】
そのようなワックスの例は特に、カルナウバワックス　（８２．３℃）、オゾケライト（
６６．８℃）、マイクロクリスタリンワックス（８３．３℃）、例えばＨｏｎｅｙｗｅｌ
ｌによってＡｓｅｎｓａ　ＳＣ　２１１の名前で販売されているポリエチレンワックス（
９５．６℃）、ワックスＡＣ　５４０（９８．４℃）、ヒドロキシオクタコサニルヒドロ
キシステアレート（７６．８℃）、水素化ひまし油ワックス（８１．７℃）、ワックスＡ
Ｃ４００（８６．３℃）、例えばＮｅｗ　Ｐｈａｓｅ　ＴｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓからＰ
ｅｒｆｏｒｍａｌｅｎｅ　５００－Ｌ　Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅの名前で販売されてい
るポリエチレンワックス（７７．３℃）、水素化ホホバワックス（６９．４℃）、米ぬか
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ワックス（７８．６℃）、トリコンタニル／ＰＶＰコポリマー（６８．８℃）、オクタコ
サニルステアレート（７２．５℃）、例えばＮｅｗ　Ｐｈａｓｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉ
ｅｓからＰｅｒｆｏｒｍａｌｅｎｅ　４００　Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅの名前で販売さ
れているポリエチレンワックス（７１．８℃）、例えばＮｅｗ　Ｐｈａｓｅ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｉｅｓからＰｅｒｆｏｒｍａｌｅｎｅ　６５５　Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅの名
前で販売されているポリエチレンワックス（９２．９℃）、ポリエチレン化アルコールワ
ックス（９５．７℃）、Ｋｏｓｔｅｒ　Ｋ８２Ｐ（６９．６℃）、ポリメチルアルキルジ
メチルシロキサン（６７．８℃）、ポリエチレン関連アルコールワックス（７６．２℃）
、フィッシャー・トロプシュワックス（７９．３℃）、ベヘニルアルコール（６６．９℃
）、支那蝋（８１．１℃）、セラックワックス（７３．８℃）、ベヘニルフマレート（７
４．５℃）、ジドトリコンタニル（ｄｉｄｏｔｒｉｃｏｎｔａｎｙｌ）ジステアレート（
７０．７℃）、Ｂｅｔａｗａｘ　ＲＸ－１３７５０（７２．０℃）、ジペンタエリスリチ
ルヘキサステアレート（６７．７℃）、ジトリメチルールプロパンテトラベヘネート（６
７．５℃）、Ｐｈｙｔｏｗａｘ　Ｒｉｃｉｎ　１６　Ｌ　６４（６９．１℃）、Ｐｈｙｔ
ｏｗａｘ　Ｒｉｃｉｎ　２２　Ｌ　７３（７６．６℃）、オーリキュリーワックス（８１
．０℃）、ならびにそれらの混合物である。
【０１４８】
乳化性シリコーンワックス
１の特定の実施態様によれば、本発明に従う組成物が少なくとも１の乳化性シリコーンワ
ックス、好ましくは例えば、そのＩＮＣＩ名がＢＩＳ－ＰＥＧ－１８メチルエーテルジメ
チルシランである製品、特にＤｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇによってＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　
２５０１　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｗａｘの名前で販売されているもの、を含む。
【０１４９】
本発明に従う組成物は、この乳化性シリコーンワックスを組成物の総重量に対して１～２
０重量％、好ましくは　２～１５重量％の総重量で含み得る。
【０１５０】
本発明の特定の実施態様によれば、組成物が、ＢＩＳ－ＰＥＧ－１８メチルエーテルジメ
チルシラン以外の追加のワックスを含まない。
【０１５１】
好ましくは、ワックスが、キャンデリラワックスおよび／またはポリメチレンワックスお
よび／またはワックスＢＩＳ－ＰＥＧ－１８メチルエーテルジメチルシラン、ならびにそ
れらの混合物から選択される。
【０１５２】
好ましくは、ワックスがポリメチレンワックスである。
【０１５３】
好ましくは、ワックスの総含有量が、組成物の総重量に対して、０～５重量％、特に０．
１～３重量％である。
【０１５４】
本発明の好ましい実施態様によれば、本発明に従う組成物がワックスを含まない。
【０１５５】
ペースト状の脂肪物質
本発明に従う組成物はまた、少なくとも１のペースト状の脂肪物質を含み得る。
【０１５６】
本発明の目的のために、用語「ペースト状の脂肪物質」（ペースト状の脂肪物質としても
知られる）は、可逆的な固体／液体の状態変化を有し、固体状態で異方性の結晶組織化を
示し、そして２３℃の温度で液体部分および固体部分を含む親油性脂肪族化合物を意味す
る。
【０１５７】
言い換えると、ペースト状化合物の出発融点が２３℃未満であり得る。２３℃で測定され
るペースト状化合物の液体部分は、化合物の９～９７重量％を占め得る。２３℃でのこの
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液体部分は好ましくは１５～８５重量％、より好ましくは４０～８５重量％を占める。
【０１５８】
本発明において、融点は、標準ＩＳＯ１１３５７－３；１９９９に記載された熱分析（Ｄ
ＳＣ）において観察される最も吸熱のピークの温度に対応する。ペースト状物質またはワ
ックスの融点は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）、例えばＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社に
よってＭＤＳＣ　２９２０の名前で販売されている熱量計を使用して測定され得る。
【０１５９】
測定プロトコルは以下の通りである。
【０１６０】
るつぼに入れられたペーストまたはワックス（事例に依存する）の５ｍｇのサンプルが、
１０℃／分の加熱速度で－２０℃から１００℃までの最初の昇温に付され、次いで１０℃
／分の冷却速度で１００℃から－２０℃まで冷却され、最後に５℃／分の加熱速度で－２
０℃から１００℃の第二の昇温に付される。第二の昇温中に、空のるつぼおよびペースト
状物質またはワックスのサンプルを含むるつぼによって吸収されるエネルギーの違いの変
化が温度の関数として測定される。化合物の融点は、吸収されたエネルギーの違いの変化
を温度の関数として表わす曲線のピークの先端に対応する温度の値である。
【０１６１】
２３℃でのペースト状化合物の重量による液体割合は、２３℃で消費された融解エンタル
ピーとペースト状化合物の融解のエンタルピーとの比に等しい。
【０１６２】
ペースト状化合物の融解のエンタルピーは、固体状態から液体状態へ変化するために化合
物によって消費されたエンタルピーである。ペースト状化合物は、その質量の全てが結晶
性固体形態にあるとき、固体状態にあると言われる。ペースト状化合物は、その質量の全
てが液体形態にあるとき、液体状態にあると言われる。
【０１６３】
ペースト状化合物の融解熱は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）、例えばＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ社によってＭＤＳＣ　２９２０の名前で販売されている熱量計を使用して、５℃
または１０℃／分の温度上昇で、標準ＩＳＯ１１３５７－３；１９９９にしたがって得ら
れるサーモグラムの曲線の下の面積に等しい。ペースト状化合物の融解エンタルピーは、
化合物を固体状態から液体状態に変化させるために必要なエネルギーの量である。それは
Ｊ／ｇで表わされる。
【０１６４】
２３℃で消費された融解熱は、固体状態から、２３℃で液体部分および固体部分で構成さ
れる状態へ変化するためにサンプルによって吸収されたエネルギーの量である。
【０１６５】
３２℃で測定されるペースト状化合物の液体部分は好ましくは、化合物の３０～１００重
量％、好ましくは５０～１００重量％、より好ましくは６０～１００重量％を占める。３
２℃で測定されるペースト状化合物の液体部分が１００％に等しいとき、ペースト状化合
物の溶融範囲の終わりの温度が３２℃以下である。
【０１６６】
３２℃で測定されるペースト状化合物の液体部分は、３２℃で消費された融解エンタルピ
ーとペースト状化合物の融解エンタルピーとの比に等しい。３２℃で消費された融解エン
タルピーは、２３℃で消費された融解エンタルピーと同様にして計算される。
【０１６７】
ペースト状の脂肪族化合物は好ましくは、合成化合物および植物起源の化合物から選択さ
れ得る。ペースト状の脂肪物質は、植物起源の出発物質から合成によって得られ得る。
【０１６８】
ペースト状化合物は、有利には、下記から選択される。
－ラノリンおよびその誘導体、例えばラノリンアルコール、オキシエチレン化ラノリン、
アセチル化ラノリン、ラノリンエステル、例えばイソプロピルラノレート（ｌａｎｏｌａ
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ｔｅ）、およびオキシプロピレン化ラノリン；
－ペトロラタム、特にＩＮＣＩ名としてこれを有し、ＰｅｎｒｅｃｏによってＵｌｔｉｍ
ａ　Ｗｈｉｔｅ　ＰＥＴ　ＵＳＰの名前で販売されている製品、
－ペンタエリスリトールとポリアルキレングリコールとのエーテル、脂肪族アルコールと
糖とのエーテル、およびそれらの混合物、ペンタエリスリトールと５のオキシエチレン単
位（５ＯＥ）を有するポリエチレングリコールとのエーテル（ＣＴＦＡ名：ＰＥＧ－５ペ
ンタエリスリチルエーテル）、５のオキシプロピレン（５ＯＰ）を有するポリプロピレン
グリコールペンタエリスリチルエーテル（ＣＴＦＡ名：ＰＰＧ－５ペンタエリスリチルエ
ーテル）およびそれらの混合物、特に、Ｖｅｖｙ社によってＬａｎｏｌｉｄｅの名前で販
売されている、ＰＥＧ－５ペンタエリスリチルエーテル、ＰＰＧ－５ペンタエリスリチル
エーテルおよび大豆油の混合物（構成が４６／４６／８重量比（４６％のＰＥＧ－５ペン
タエリスリチルエーテル、４６％のＰＰＧ－５ペンタエリスリチルエーテルおよび８％の
大豆油）である混合物）；
－ポリマー状のまたはポリマー状でないシリコーン化合物；
－ポリマー状のまたはポリマー状でないフッ素化合物；
－ビニルポリマー、特に
オレフィンホモポリマーおよびコポリマー、特にビニルピロリドン／エイコセンコポリマ
ー、例えばＩＳＰ社によってＡｎｔａｒｏｎ　Ｖ－２２０（Ｇａｎｅｘ　Ｖ２２０として
も知られる）の名前で販売されている製品、
水素化ジエンホモポリマーおよびコポリマー、
アルキル（メタ）アクリレート（好ましくはＣ８～Ｃ３０アルキル基を有する）の直鎖の
または分岐したホモポリマーまたはコポリマーであるオリゴマー、
Ｃ８～Ｃ３０アルキル基を有するビニルエステルのホモポリマーおよびコポリマーである
オリゴマー、
Ｃ８～Ｃ３０アルキル基を有するビニルエーテルのホモポリマーおよびコポリマーである
オリゴマー
－１以上のＣ２～Ｃ１００ジオール、好ましくはＣ２～Ｃ５０ジオール間のポリエーテル
化によって得られる脂溶性ポリエーテル；
－エステル；
－および／またはそれらの混合物。
【０１６９】
ペースト状化合物は好ましくは、ポリマー、特に炭化水素ポリマーである。
【０１７０】
脂溶性ポリエーテルの中で特に好ましくは、エチレンオキシドおよび／またはプロピレン
オキシドと長鎖Ｃ６～Ｃ３０アルキレンオキシドとのコポリマーである、より好ましくは
、コポリマー中のエチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシドとアルキレンオキ
シドとの重量比が５：９５～７０：３０であるようなものである。この中で、特に、長鎖
アルキレンオキシドが、１０００～１００００の平均分子量を有するブロックに位置する
ようなコポリマー、例えばポリオキシエチレン／ポリドデシルグリコールブロックコポリ
マー、例えばＡｋｚｏ　ＮｏｂｅｌによってＥｌｆａｃｏｓ　ＳＴ９の名前で販売されて
いるドデカンジオール（２２モル）とポリエチレングリコール（４５ＯＥ）とのエーテル
、が挙げられるであろう。
【０１７１】
上記エーテルの中で、特に以下が好ましい。
－オリゴマー状のグリセロールのエステル、特にジグリセロールエステル、特にアジピン
酸とグリセロールとの縮合物であって、グリセロールのヒドロキシル基の部分が脂肪酸、
例えばステアリン酸、カプリン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸および１２－ヒドロ
キシステアリン酸、の混合物と反応しているもの、好ましくは例えばＳａｓｏｌによって
Ｓｏｆｔｉｓａｎ　６４９の商品名で販売されているビスジグリセリルポリアシルアジペ
ート－２；
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－Ｃ８～Ｃ３０アルキル基を有するビニルエステルホモポリマー、例えばポリビニルラウ
レート（特に、Ｃｈｉｍｅｘ社によってＭｅｘｏｍｅｒ　ＰＰの名前で販売されているも
の）およびＡｌｚｏによってＷａｘｅｎｏｌ　８０１の商品名で販売されているアラキジ
ルプロピオネート；
－フィトステロールエステル；
－脂肪酸トリグリセリドおよびその誘導体、例えば、脂肪酸、特にＣ１０～Ｃ１８脂肪酸
、のトリグリセリドであって一部または全体が水素化されているもの、例えばＳａｓｏｌ
によって　Ｓｏｆｔｉｓａｎ　１００の名前で販売されているもの；
－ペンタエリスリトールエステル；
－直鎖のまたは分岐したＣ４～Ｃ５０ジカルボン酸またはポリカルボン酸とＣ２～Ｃ５０

ジオールまたはポリオールとの重縮合によって得られる架橋されていないポリエステル、
脂肪族ヒドロキシカルボン酸エステルの脂肪族カルボン酸とのエステル化によって得られ
るエステルの脂肪族エステルであって、好ましくは脂肪族カルボン酸が４～３０、好まし
くは８～３０の炭素原子を有し、好ましくはヘキサン酸、ヘプタン酸、オクタン酸、２－
エチルヘキサン酸、ノナン酸、デカン酸、ウンデカン酸、ドデカン酸、トリデカン酸、テ
トラデカン酸、ペンタデカン酸、ヘキサデカン酸、ヘキシルデカン酸、ヘプタデカン酸、
オクタデカン酸、イソステアリン酸、ノナデカン酸、エイコサン酸、イソアラキン酸、オ
クチルドデカン酸、ヘンエイコサン酸およびドコサン酸、ならびにそれらの混合物から選
択される。脂肪族カルボン酸は好ましくは、分岐している。脂肪族ヒドロキシカルボン酸
エステルは有利には、２～４０、好ましくは１０～３４、さらに好ましくは１２～２８の
炭素原子、および１～２０、好ましくは１～１０、さらに好ましくは１～６のヒドロキシ
ル基を有するヒドロキシル化脂肪族カルボン酸から誘導される。脂肪族ヒドロキシカルボ
ン酸エステルは、下記：
ａ）飽和の直鎖モノヒドロキシル化脂肪族モノカルボン酸の部分または完全エステル；
ｂ）不飽和のモノヒドロキシル化脂肪族モノカルボン酸の部分または完全エステル；
ｃ）飽和のモノヒドロキシル化脂肪族ポリカルボン酸の部分または完全エステル；
ｄ）飽和のポリヒドロキシル化脂肪族ポリカルボン酸の部分または完全エステル；
ｅ）Ｃ２～Ｃ１６脂肪族ポリオールの、モノヒドロキシル化またはポリヒドロキシル化脂
肪族モノカルボン酸またはポリカルボン酸と反応した、部分または完全エステル；
およびそれらの混合物
から選択される；
－ジオール二量体と二酸二量体とのエステル（それらの遊離のアルコール官能基または酸
官能基上で酸またはアルコール基により適宜エステル化されている）、特に二量体ジリノ
ール酸エステルであって、そのようなエステルは、下記ＩＮＣＩ名を有するエステル、す
なわちビスベヘニル／イソステアリル／フィトステリル二量体ジリノレイル二量体ジリノ
レート（Ｐｌａｎｄｏｏｌ　Ｇ）、フィトステリル／イソステアリル／セチル／ステアリ
ル／ベヘニル二量体ジリノレート（Ｐｌａｎｄｏｏｌ　ＨまたはＰｌａｎｄｏｏｌ　Ｓ）
、およびそれらの混合物から選択され得る；
－マンゴーバター、例えばＡａｒｈｕｓＫａｒｌｓｈａｍｎによってＬｉｐｅｘ　２０３
の名前で販売されている製品；
－水素化大豆油、水素化ココナツ油、水素化菜種油、水素化植物油の混合物、例えば水素
化された大豆、ココナツ、パームおよび菜種植物油の混合物、例えばＡａｒｈｕｓＫａｒ
ｌｓｈａｍｎ社によってＡｋｏｇｅｌの名前で販売されている混合物（ＩＮＣＩ名：水素
化植物油）；
－シアバター、特にＩＮＣＩ名がＢｕｔｙｒｏｓｐｅｒｍｕｍ　Ｐａｒｋｉｉ　Ｂｕｔｔ
ｅｒである製品、例えばＡａｒｈｕｓＫａｒｌｓｈａｍｎ社によってＳｈｅａｓｏｆｔの
名前で販売されている製品；
－ならびにそれらの混合物。
【０１７２】
ペースト状化合物のうち、好ましくは、ビスベヘニル／イソステアリル／フィトステリル
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二量体ジリノレイル二量体ジリノレート、ビスジグリセリルポリアシルアジペート－２、
水素化ヒマシ油、例えばＫｏｋｙｕ　Ａｌｃｏｈｏｌ　Ｋｏｇｙｏにより販売されている
Ｒｉｓｏｃａｓｔ－ＤＡ－Ｌ、水素化ひまし油イソステアレート、例えばＮｉｓｓｈｉｎ
　Ｏｉｌにより販売されているＳａｌａｃｏｓ　ＨＣＩＳ（Ｖ－Ｌ）、ポリビニルラウレ
ート、マンゴーバター、シアバター、水素化大豆油、水素化ココナツ油、水素化菜種油、
ビニルピロリドン／エイコセンコポリマー、またはそれらの混合物から選択されるであろ
う。
【０１７３】
ペースト状脂肪物質は、組成物の総重量に対して０．５～２０重量％、特に１～１０重量
％の範囲の量で存在し得る。
【０１７４】
本発明に従って使用される組成物は、上記化合物の他に、半結晶性ポリマーおよびそれら
の混合物から選択される少なくとも１の構造化剤を含み得る。
【０１７５】
半結晶性ポリマー
本発明に従う組成物はまた、少なくとも１の半結晶性ポリマー、特に融点が３０℃以上で
ある有機構造の半結晶性ポリマーを含み得る。
【０１７６】
好ましくは、半結晶性ポリマーの総量が、組成物の総重量に対して、２～２０重量％、例
えば、３～１５重量％、さらに好ましくは４～１０重量％である。
【０１７７】
本発明の目的のために、用語「ポリマー」は、少なくとも２の繰返し単位、好ましくは少
なくとも３の、より特に少なくとも１０の繰返し単位を含む化合物を意味する。
【０１７８】
本発明の目的のために、用語「半結晶性ポリマー」は、主鎖に結晶化可能な部分およびア
モルファス部分を含み、また、一次の可逆的な相変化の温度、特に溶融（固体－液体遷移
）の温度、を有するポリマーを意味する。結晶化可能な部分は側鎖（またはペンダント鎖
）、または主鎖中のブロックのいずれかである。
【０１７９】
半結晶性ポリマーの結晶化可能な部分がポリマー主鎖のブロックであるとき、この結晶化
可能なブロックは、アモルファスブロックとは異なる化学的性質を有する。この場合には
、半結晶性ポリマーが、ブロックポリマー、例えばジブロック、トリブロックまたはマル
チブロック型である。結晶化可能な部分が主鎖にぶら下がっている鎖であるとき、半結晶
性ポリマーはホモポリマーまたはコポリマーであり得る。
【０１８０】
用語「有機化合物」および「有機構造を有する」は、炭素原子および水素原子および任意
的にヘテロ原子、例えばＳ、Ｏ、ＮまたはＰ（単独または組合せ）を有する化合物を意味
する。
【０１８１】
半結晶性ポリマーの融点は、好ましくは１５０℃未満である。
【０１８２】
半結晶性ポリマーの融点は好ましくは、３０℃以上かつ１００℃未満である。より好まし
くは、半結晶性ポリマーの融点が３０℃以上かつ７０℃未満である。
【０１８３】
本発明に従う半結晶性ポリマーは、室温（２５℃）および大気圧（７６０ｍｍＨｇ）で固
体であり、３０℃以上の融点を輸する。融点の値は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）、例えば
Ｍｅｔｔｌｅｒ社によってＤＳＣ ３０の名前で販売されている熱量計、を使用して、５
℃または１０℃／分の温度上昇で測定される融点に対応する（考慮される融点は、サーモ
グラムの最も吸熱的なピークの温度に対応する温度である）。
【０１８４】
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本発明に従う半結晶性ポリマーは好ましくは、上記組成物を受け入れるために意図された
ケラチン性の土台、特に皮膚または口唇、の温度よりも高い融点を有する。
【０１８５】
本発明によれば、半結晶性ポリマーが、その融点より高い温度で脂肪相に、特に少なくと
も１重量％まで、有利には可溶である。結晶化可能な鎖またはブロックの他に、ポリマー
のブロックはアモルファスである。
【０１８６】
本発明の目的のために、表現「結晶化可能な鎖またはブロック」は、単独で得られたなら
ば、融点より上であるか下であるかに応じて、アモルファス状態から結晶性状態に可逆的
に変化するであろう鎖またはブロックを意味する。本発明の目的のために、「鎖」は、原
子の群であり、ポリマー主鎖に対してぶら下がっているかまたは横にある。「ブロック」
は、主鎖に属する原子の群であり、この群は、ポリマーの繰返し単位の１を構成する。
【０１８７】
１の好ましい実施態様によれば、半結晶性ポリマーが下記：
－結晶化可能な疎水性側鎖を有する１以上のモノマーの重合によって得られる単位を含む
ホモポリマーおよびコポリマー；
－少なくとも１の結晶化可能なブロックを主鎖に有するポリマー；
－脂肪族または芳香族または脂肪族／芳香族ポリエステル型の重縮合物；
－メタロセン触媒反応によって製造された、エチレンおよびプロピレンのコポリマー；
から選択される。
【０１８８】
本発明において使用され得る半結晶性ポリマーは、特に下記：
－制御された結晶化のポリオレフィンのブロックコポリマー、ここでそのモノマーは欧州
特許出願公開第０９５１８９７号明細書に記載されている；
－重縮合物、特に脂肪族または芳香族または脂肪族／芳香族ポリエステル型のもの；
－メタロセン触媒反応によって製造された、エチレンおよびプロピレンのコポリマー；
－少なくとも１の結晶化可能な側鎖を有するホモポリマーまたはコポリマーおよび主鎖に
少なくとも１の結晶化可能なブロックを有するホモポリマーまたはコポリマー、例えば米
国特許第５１５６９１１号明細に記載されているもの；
－少なくとも１の結晶化可能な側鎖、特にフルオロ基、を有するホモポリマーまたはコポ
リマー、例えば国際公開第０１／１９３３３号パンフレットに記載されたもの；
－ならびにそれらの混合物
から選択され得る。
【０１８９】
挙げられ得る半結晶性ポリマーの例は、国際公開第２０１０／０１０３０１号パンフレッ
トに記載されたものを包含する。
【０１９０】
１の好ましい実施態様によれば、半結晶性ポリマーが、結晶化可能な疎水性側鎖を有する
１以上のモノマーの重合によって得られる単位を含むホモポリマーおよびコポリマーから
選択され、好ましくは、ポリ（Ｃ１０－３０）アルキルアクリレート、好ましくはポリス
テアリルアクリレート、特に、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社に
よってＩｎｔｅｌｉｍｅｒ　ＩＰＡ　１３－１の名前で販売されているもの、およびポリ
ベヘニルアクリレート、特にＡｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　＆　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社によ
ってＩｎｔｅｌｉｍｅｒ　ＩＰＡ　１３－６の名前で販売されているもの、から選択され
る。
【０１９１】
水性相
上述したように、本発明に従う組成物は、少なくとも２０％の水を含む。
【０１９２】
水は、２０～９５重量％の範囲の総含有量で存在し得る。好ましくは、水が、組成物の総
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重量に対して、３０～９０重量％の範囲の含有量で存在する。
【０１９３】
より好ましくは、水が、組成物の総重量に対して、４０～８５重量％の範囲の含有量で存
在する。
【０１９４】
好ましくは、本発明に従う組成物が、組成物の総重量に対して、　少なくとも３０重量％
、好ましくは少なくとも４０重量％、好ましくは少なくとも５０重量％の水を含む。
【０１９５】
本発明に従う組成物は、水の他に、少なくとも１の水溶性溶媒を含み得る。
【０１９６】
水性相は、組成物の連続相を構成し得る。
【０１９７】
用語「水性連続相を有する組成物」は、組成物が、２３μＳ／ｃｍ（ｍｉｃｒｏＳｉｅｍ
ｅｎｓ／ｃｍ）以上の、２５℃で測定される伝導度を有することを意味する。ここで、上
記伝導度は、例えば、Ｍｅｔｔｌｅｒ　ＴｏｌｅｄｏのＭＰＣ２２７伝導度測定器および
Ｉｎｌａｂ７３０伝導度測定セルを使用して測定される。測定セルは、セルの２の電極間
に形成され得る気泡を除去するように組成物に浸漬される。伝導度の読み取りは、伝導度
測定器の値が安定したときに行われる。少なくとも３回続けて行われた測定について、平
均が決定される。
【０１９８】
本発明では、用語「水溶性溶媒」が、室温で液体であり、かつ水混和性である（水との混
和性が、２５℃および大気圧で５０重量％超である）化合物を意味する。
【０１９９】
本発明に従う組成物において使用され得る水溶性溶媒はさらに、揮発性であり得る。
【０２００】
本発明に従う組成物において使用され得る水溶性溶媒のうち、特に、１～５の炭素原子を
有する低級一価アルコール、例えばエタノールおよびイソプロパノール、２～８の炭素原
子を有するグリコール、例えばエチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－ブ
チレングリコールおよびジプロピレングリコール、Ｃ３およびＣ４ケトン、およびＣ２～
Ｃ４アルデヒドが挙げられ得る。
【０２０１】
水性相（水および任意的に水混和性溶媒）は、組成物中に、組成物の総重量に対して、２
０～９５重量％、好ましくは３０～９０重量％の範囲の含有量で存在し得る。特に好まし
い態様では、水性相（水および任意的に水混和性溶媒）が、組成物中に、組成物の総重量
に対して、４０～８５重量％の範囲の含有量で存在する。
【０２０２】
本発明に従う水性相はまた、少なくとも１の親水性の膜形成性ポリマーおよび／または少
なくとも１の親水性の増粘剤および／または少なくとも１の界面活性剤を含み得る。しか
し、先に示された水性相の含有量は、上記化合物の各々の含有量を含まない。
【０２０３】
１の特に好ましい実施態様によれば、本発明に従う組成物が、水中油型のエマルジョンで
ある。
【０２０４】
界面活性剤
本発明に従う組成物は、少なくとも１の界面活性剤、好ましくはシリコーンでないもの、
を含む。好ましくは、組成物は、界面活性剤が、組成物の総重量に対して、０．１～２０
重量％の含有量で存在するようなものである。
【０２０５】
本発明に従う組成物は、もちろん、幾つかの界面活性剤を含み得る。
【０２０６】



(30) JP 5905605 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

本発明に従う組成物は、少なくとも１の界面活性剤を、特に、組成物の総重量に対して、
０．１～２０重量％、さらには０．５～１５重量％、好ましくは１～１０重量％の範囲の
含有量で、含む乳化系を含む。好ましくは、界面活性剤の総含有量が、組成物の総重量に
対して、０．１～２０重量％、好ましくは０．５～１５重量％である。
【０２０７】
有利には、界面活性剤が、非揮発性オイル／界面活性剤の重量比が１～４０、好ましくは
３～３５であるような含有量で存在する。
【０２０８】
好ましくは、界面活性剤が、非揮発性オイル／界面活性剤の重量比が４～２５である総含
有量で存在する。
【０２０９】
水中油型のエマルジョンを得るために適切に選択される乳化性界面活性剤が好ましくは使
用される。
【０２１０】
特に、２５℃でのグリフィン法によるＨＬＢバランス（親水性－親油性バランス）が８以
上である乳化性界面活性剤が使用され得る。
【０２１１】
２５℃でのグリフィン法によるＨＬＢバランス（親水性－親油性バランス）が８未満であ
る乳化性界面活性剤も使用され得る。
【０２１２】
グリフィンＨＬＢ値は、Ｊ．Ｓｏｃ．Ｃｏｓｍ．Ｃｈｅｍ．１９５４（５）、第２４９～
２５６頁において定義されている。
【０２１３】
これらの界面活性剤は、非イオン性、陰イオン性、陽イオン性および両性の界面活性剤、
ならびにそれらの混合物から選択され得る。界面活性剤の乳化特性および機能の定義に関
して、カークオスマーのエンサイクロペディア　オブ　ケミカル　テクノロジー（Ｋｉｒ
ｋ－Ｏｔｈｍｅｒ’ｓ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ）、第３版、１９７９年、Ｗｉｌｅｙ、第２２巻、第３３３～４３２頁が参
照され得、陰イオン性、両性および非イオン性界面活性剤については特にこの文献の第３
４７～３７７頁が参照され得る。
【０２１４】
第一の実施態様によれば、組成物が少なくとも１の炭化水素に基づく界面活性剤を含む。
【０２１５】
本発明での使用に適する炭化水素に基づく界面活性剤の例が以下に記載される。
【０２１６】
非イオン性界面活性剤
好ましくは、本発明に従う組成物は、少なくとも１の非イオン性界面活性剤を含む。
【０２１７】
非イオン性界面活性剤は、ポリ（エチレンオキシド）のアルキルおよびポリアルキルエス
テル、オキシアルキレン化アルコール、ポリ（エチレンオキシド）のアルキルおよびポリ
アルキルエーテル、ソルビタンの、任意的にポリオキシエチレン化されていてもよい、ア
ルキルおよびポリアルキルエステル、ソルビタンの、任意的にポリオキシエチレン化され
ていてもよい、アルキルおよびポリアルキルエーテル、アルキルおよびポリアルキルグリ
コシドまたはポリグリコシド、特にアルキルおよびポリアルキルグルコシドまたはポリグ
ルコシド、スクロースのアルキルおよびポリアルキルエステル、グリセロールの、任意的
にポリオキシエチレン化されていてもよい、アルキルおよびポリアルキルエステル、グリ
セロールの、任意的にポリオキシエチレン化されていてもよい、アルキルおよびポリアル
キルエーテル、ジェミニ型界面活性剤、セチルアルコールおよびステアリルアルコール、
ならびにそれらの混合物から特に選択され得る。
【０２１８】
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１）好ましく使用されるポリ（エチレンオキシド）のアルキルおよびポリアルキルエステ
ルは、２～２００のエチレンオキシド（ＥＯ）単位の数を有するものを包含する。挙げら
れ得る例は、ステアレート４０ＥＯ、ステアレート５０ＥＯ、ステアレート１００ＥＯ、
ラウレート２０ＥＯ、ラウレート４０ＥＯおよびジステアレート１５０ＥＯを包含する。
【０２１９】
２）好ましく使用されるポリ（エチレンオキシド）のアルキルおよびポリアルキルエーテ
ルは、２～２００のエチレンオキシド（ＥＯ）単位の数を有するものを包含する。挙げら
れ得る例は、セチルエーテル２３ＥＯ、オレイルエーテル５０ＥＯ、フィトステロール３
０ＥＯ、ステアレス１００およびベヘネス１００を包含する。
【０２２０】
３）オキシアルキレン化（特にオキシエチレン化および／またはオキシプロピレン化）ア
ルコールとして、好ましくは、１～１５０のオキシエチレンおよび／またはオキシプロピ
レン単位を有し得るもの、特に２０～１００のオキシエチレン単位を有するもの、特にエ
トキシル化脂肪族アルコール、特に、エトキシル化されていてもいなくてもよい、Ｃ８～
Ｃ２４、好ましくはＣ１２～Ｃ１８のものが使用され、例えば、２０のオキシエチレン単
位でエトキシル化されたステアリルアルコール（ＣＴＦＡ名：ステアレス－２０）、例え
ばＵｎｉｑｅｍａ社によって販売されているＢｒｉｊ　７８、３０のオキシエチレン単位
でエトキシル化されたセテアリルアルコール（ＣＴＦＡ名：セテアレス－３０）、および
７のオキシエチレン単位を有するＣ１２～Ｃ１５脂肪族アルコールの混合物（ＣＴＦＡ名
：Ｃ１２～Ｃ１５パレス－７）、例えばＳｈｅｌｌ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓによってＮｅｏ
ｄｏｌ　２５－７の名前で販売されている製品；または特に、１～１５のオキシエチレン
および／またはオキシプロピレン単位を有するオキシアルキレン化（オキシエチレン化お
よび／またはオキシプロピレン化）アルコール、特にエトキシル化されたＣ８～Ｃ２４、
好ましくはＣ１２～Ｃ１８脂肪族アルコール、例えば２のオキシエチレン単位でエトキシ
ル化されたステアリルアルコール（ＣＴＦＡ名：ステアレス－２）、例えばＵｎｉｑｅｍ
ａ社によって販売されているＢｒｉｊ　７２が使用される。
【０２２１】
４）好ましく使用される、ソルビタンの、任意的にポリオキシエチレン化されていてもよ
い、アルキルおよびポリアルキルエステルは、０～１００の範囲のエチレンオキシド（Ｅ
Ｏ）単位の数を有するものを包含する。挙げられ得る例は、ソルビタンラウレート４また
は２０ＥＯ、特にポリソルベート２０（またはポリオキシエチレン（２０）ソルビタンモ
ノラウレート）、例えばＵｎｉｑｅｍａ社によって販売されているＴｗｅｅｎ　２０、ソ
ルビタンパルミテート２０ＥＯ、ソルビタンステアレート２０ＥＯ、ソルビタンオレエー
ト２０ＥＯ、またはＢＡＳＦのＣｒｅｍｏｐｈｏｒ製品（ＲＨ　４０、ＲＨ　６０など）
を包含する。また、ソルビタンステアレートおよびスクロースココエートの混合物（Ｃｒ
ｏｄａからＡｒｌａｃｅｌ　２１２１Ｕ－ＦＬの名前で販売）が挙げられ得る。
【０２２２】
５）好ましく使用される、ソルビタンの、任意的にポリオキシエチレン化されていてもよ
い、アルキルおよびポリアルキルエーテルは、０～１００の範囲のエチレンオキシド（Ｅ
Ｏ）単位の数を有するものを包含する。
【０２２３】
６）好ましく使用されるアルキルおよびポリアルキルグルコシドまたはポリグルコシドは
、６～３０の炭素原子、好ましくは６～１８、さらには８～１６の炭素原子を有するアル
キル基を有し、かつグルコシド基、好ましくは１～５の、特に１、２または３のグルコシ
ド単位を有するグルコシド基を有するものを包含する。アルキルポリグルコシドは、例え
ば、デシルグルコシド（アルキル－Ｃ９／Ｃ１１－ポリグルコシド（１．４））、例えば
Ｋａｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社によってＭｙｄｏｌ　１０の商品名で販売されている製品
またはＨｅｎｋｅｌ社によってＰｌａｎｔａｃａｒｅ　２０００　ＵＰの商品名で販売さ
れている製品およびＳＥＰＰＩＣ社によってＯｒａｍｉｘ　ＮＳ　１０の商品名で販売さ
れている製品；カプリリル／カプリルグルコシド、例えばＣｏｇｎｉｓ社によってＰｌａ
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ｎｔａｃａｒｅ　ＫＥ　３７１１の商品名で販売されている製品またはＳＥＰＰＩＣ社に
よってＯｒａｍｉｘ　ＣＧ　１１０の商品名で販売されている製品；ラウリルグルコシド
、例えばＨｅｎｋｅｌ社によってＰｌａｎｔａｃａｒｅ　１２００　ＵＰの商品名で販売
されている製品またはＨｅｎｋｅｌ社によってＰｌａｎｔａｒｅｎ　１２００　Ｎの商品
名で販売されている製品；ココグルコシド、例えばＨｅｎｋｅｌ社によってＰｌａｎｔａ
ｃａｒｅ　８１８　ＵＰの商品名で販売されている製品；カプリリルグルコシド、例えば
Ｃｏｇｎｉｓ社によってＰｌａｎｔａｃａｒｅ　８１０　ＵＰの商品名で販売されている
製品；ＳＥＰＰＩＣ社によってＭｏｎｔａｎｏｖ　２０２の名前で販売されている、アラ
キジルグルコシドおよびベヘニルアルコールおよびアラキジルアルコールの混合物（その
ＩＮＣＩ名は、アラキジルアルコール（および）ベヘニルアルコール（および）アラキジ
ルグルコシドである）；ならびにそれらの混合物から選択され得る。より一般的に、アル
キルポリグリコシド型の界面活性剤が下記により具体的に定義される。
【０２２４】
７）挙げられ得るスクロースのアルキルおよびポリアルキルエステル、特にＣ１２～Ｃ２
６アルキルエステルは、スクロースステアレート、特にＥｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍ
ｉｄｔ社によって　Ｔｅｇｏｓｏｆｔ　ＰＳＥ　１４１　Ｇの名前で販売されているもの
、ソルビタンステアレートおよびスクロースココエートの混合物（ＣｒｏｄａからＡｒｌ
ａｔｏｎｅ　Ａｒｌａｃｅｌ　２１２１　Ｕ－ＦＬの名前で販売）、Ｃｒｏｄｅｓｔａ　
Ｆ１５０、Ｃｒｏｄｅｓｔａ　ＳＬ　４０の名前で販売されているスクロースモノラウレ
ート、Ｒｙｏｔｏ　Ｓｕｇａｒ　Ｅｓｔｅｒによって販売されている製品、例えばＲｙｏ
ｔｏ　Ｓｕｇａｒ　Ｅｓｔｅｒ　Ｐ　１６７０、Ｒｙｏｔｏ　Ｓｕｇａｒ　Ｅｓｔｅｒ　
ＬＷＡ　１６９５およびＲｙｏｔｏ　Ｓｕｇａｒ　Ｅｓｔｅｒ　０１５７０の名前で販売
されているスクロースパルミテートを包含する。
【０２２５】
８）好ましく使用される、グリセロールの、任意的にポリオキシエチレン化されていても
よい、アルキルおよびポリアルキルエステルは、０～１００の範囲のエチレンオキシド（
ＥＯ）単位の数および１～３０の範囲のグリセロール単位の数を有するものを包含する。
挙げられ得る例は、Ｉｔａｌｍａｔｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ａｒｅｓｅ社によってＫ
ｅｓｓｃｏ　ＰＥＧ　６０００　ＤＳの名前で販売されているＰＥＧ－１５０ジステアレ
ート、ヘキサグリセリルモノラウレートおよびＰＥＧ－３０グリセリルステアレートを包
含する。
【０２２６】
９）好ましく使用される、グリセロールの、任意的にポリオキシエチレン化されていても
よい、アルキルおよびポリアルキルエーテルは、０～１００の範囲のエチレンオキシド（
ＥＯ）単位の数および１～３０の範囲のグリセロール単位の数を有するものを包含する。
挙げられ得る例は、Ｎｉｋｋｏｌバチルアルコール１００およびＮｉｋｋｏｌキミルアル
コール１００を包含する。
【０２２７】
１０）セチルアルコールおよびステアリルアルコール。
【０２２８】
１１）下記式（Ｉ）：

［Ｒ１およびＲ３は、互いに独立して、１～２５の炭素原子を有するアルキル基を示し、
Ｒ２は１～１２の炭素原子を有する直鎖のまたは分岐したアルキレン鎖からなるスペーサ
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ーを示し、
ＸおよびＹは、互いに独立して、基－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ａ－（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｂＺを示し、こ
こで、
Ｚは水素原子または基－ＣＨ２－ＣＯＯＭ、－ＳＯ３Ｍ、－Ｐ（Ｏ）（ＯＭ）２、－Ｃ２

Ｈ４－ＳＯ３Ｍ、－Ｃ３Ｈ６－ＳＯ３Ｍまたは－ＣＨ２（ＣＨＯＨ）４ＣＨ２ＯＨ（Ｍお
よびＭ’はＨ、アルカリ金属、アルカリ土類金属、またはアンモニウムまたはアルカノー
ルアンモニウムイオンを表わす）を示し、
ａは０～１５の範囲であり、
ｂは０～１０の範囲であり、
ａ＋ｂの和が１～２５の範囲であり、および
ｎは１～１０の範囲である。］
のジェミニ界面活性剤、例えば、ＳａｓｏｌによってＣｅｒａｌｕｔｉｏｎの商品名で販
売されている製品の形態の他の界面活性剤との混合物としてのジェミニ界面活性剤、特に
下記の製品：Ｃｅｒａｌｕｔｉｏｎ（商品名）Ｈ（ベヘニルアルコール、グリセリルステ
アレート、グリセリルステアレートシトレートおよびナトリウムジココイルエチレンジア
ミンＰＥＧ－１５スルフェート）；Ｃｅｒａｌｕｔｉｏｎ（商品名）Ｆ（ナトリウムラウ
ロリルラクチレートおよびナトリウムジココイルエチレンジアミンＰＥＧ－１５スルフェ
ート）；Ｃｅｒａｌｕｔｉｏｎ（商品名）Ｃ（アクア、カプリル／カプリリルトリグリセ
リド、グリセリン、セテアレス－２５、ナトリウムジココイルエチレンジアミンＰＥＧ－
１５スルフェート、ナトリウムウラウロイルラクチレート、ベヘニルアルコール、グリセ
リルステアレート、グリセリルステアレートシトレート、アラビアガム、キサンタンガム
、フェノキシエタノール、メチルパラベン、エチルパラベン、ブチルパラベン、イソブチ
ルパラベン）（ＩＮＣＩ名）。
【０２２９】
１２）ならびにそれらの混合物。
【０２３０】
好ましくは、非イオン性界面活性剤が、アルキルおよびポリアルキルグルコシドまたはポ
リグルコシド、好ましくは６～３０、好ましくは６～１８、さらには８～１６の炭素原子
を有するアルキル基を有し、かつ１～５、特に１．２～３のグルコシド単位を有するグル
コシド基を有するものから選択される。
【０２３１】
アルキルポリグルコシドは、例えば、デシルグルコシド　（Ｃ９／Ｃ１１－アルキルポリ
グルコシド（１．４））；カプリリル／カプリルグルコシド；ラウリルグルコシド；ココ
イルグルコシド；カプリリルグルコシド；アラキジルグルコシドおよびベヘニルアルコー
ルおよびアラキジルアルコールの混合物；およびそれらの混合物から選択され得る。
【０２３２】
非イオン性界面活性剤は、特に好ましくは、アラキジルグルコシド；、ベヘニルアルコー
ルおよびアラキジルアルコールの混合物である。好ましくは、非イオン性界面活性剤が、
ＩＮＣＩ名がアラキジルアルコール（および）ベヘニルアルコール（および）アラキジル
グルコシドである化合物、特にＳＥＰＰＩＣ社によってＭｏｎｔａｎｏｖ　２０２の名前
で販売されているものである。
【０２３３】
好ましくは、本発明に従う組成物が、アルキルまたはポリアルキルグルコシドまたはポリ
グルコシド非イオン性界面活性剤を、組成物の総重量に対して０．１～２０重量％、さら
には０．５～１５重量％、好ましくは１～１０重量％の含有量で含む。　
【０２３４】
陰イオン性界面活性剤
陰イオン性界面活性剤は、アルキルエーテルスルフェート、カルボキシレート、アミノ酸
誘導体、スルホネート、イセチオネート、タウレート、スルホスクシネート、アルキルス
ルホアセテート、ホスフェートおよびアルキルホスフェート、ポリペプチド、Ｃ１０～Ｃ
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３０、特にＣ１６～Ｃ２５の脂肪酸の金属塩、特に金属ステアレートおよびベヘネート、
ならびにそれらの混合物から選択され得る。
【０２３５】
１）挙げられ得るアルキルエーテルスルフェートの例は、Ｈｅｎｋｅｌ社によってＳｉｐ
ｏｎ　ＡＯＳ２２５またはＴｅｘａｐｏｎ　Ｎ７０２の名前で販売されているナトリウム
ラウリルエーテルスルフェート（７０／３０　Ｃ１２－１４）（２．２ＥＯ）、Ｈｅｎｋ
ｅｌ社によってＳｉｐｏｎ　ＬＥＡ　３７０の名前で販売されているアンモニウムラウリ
ルエーテルスルフェート（７０／３０　Ｃ１２－１４）（３ＥＯ）、Ｒｈｏｄｉａ　Ｃｈ
ｉｍｉｅ社によってＲｈｏｄａｐｅｘ　ＡＢ／２０の名前で販売されているアンモニウム
（Ｃ１２～Ｃ１４）アルキルエーテル（９ＥＯ）スルフェートおよびＡｌｂｒｉｇｈｔ　
＆　Ｗｉｌｓｏｎ社によってＥｍｐｉｃｏｌ　ＢＳＤ　５２の名前で販売されているナト
リウムマグネシウムラウリルオレイルエーテルスルフェートの混合物を包含する。
【０２３６】
２）挙げられ得るカルボキシレートの例は、Ｎ－アシルアミノ酸の塩（例えばアルカリ金
属塩）、グリコールカルボキシレート、アミドエーテルカルボキシレート（ＡＥＣ）およ
びポリオキシエチレン化カルボン酸塩を包含する。
【０２３７】
グリコールカルボキシレート型の界面活性剤は、アルキルグリコールカルボキシレートま
たは２－（２－ヒドロキシアルキルオキシアセテート）、それらの塩、およびそれらの混
合物から選択され得る。これらのアルキルグリコールカルボキシレートは、８～１８の炭
素原子を有する直鎖のまたは分岐した、飽和のまたは不飽和の脂肪族および／または芳香
族アルキル鎖を有する。これらのカルボキシレートは、鉱物塩基、例えば水酸化カリウム
または水酸化ナトリウムで中和され得る。
【０２３８】
挙げられ得るグリコールカルボキシレート型の界面活性剤の例は、ナトリウムラウリルグ
リコールカルボキシレートまたはナトリウム２－（２－ヒドロキシアルキルオキシアセテ
ート）、例えばＳａｎｙｏ社によってＢｅａｕｌｉｇｈｔ　Ｓｈａａの商品名で販売され
ている製品、Ｂｅａｕｌｉｇｈｔ　ＬＣＡ－２５Ｎ（商品名）または、Ｂｅａｕｌｉｇｈ
ｔ　Ｓｈａａ（Ａｃｉｄ　ｆｏｒｍ）（商品名）の対応する酸を包含する。
【０２３９】
挙げられ得るアミドエーテルカルボキシレート（ＡＥＣ）の例は、Ｋａｏ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓ社によってＡｋｙｐｏ　Ｆｏａｍ　３０の商品名で販売されているナトリウムラウ
リルアミドエーエルカルボキシレート（３ＥＯ）である。
【０２４０】
挙げられ得るポリオキシエチレン化カルボン酸塩の例は、Ｋａｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社
によってＡｋｙｐｏ　Ｓｏｆｔ　４５　ＮＶの商品名で販売されているオキシエチレン化
（６ＥＯ）ナトリウムラウリルエーテルカルボキシレート（６５／２５／１０　Ｃ１２－

１４－１６）、Ｂｉｏｌｏｇｉａ　ｅ　Ｔｅｃｎｏｌｏｇｉａ社によってＯｌｉｖｅｍ　
４００の商品名で販売されている、オリーブ油起源のポリオキシエチレン化およびカルボ
キシメチル化された脂肪酸、およびＮｉｋｋｏｌ社によってＮｉｋｋｏｌ　ＥＣＴＤ－６
　ＮＥＸの商品名で販売されているオキシエチレン化（６ＥＯ）ナトリウムトリデシルエ
ーテルカルボキシレートを包含する。
【０２４１】
３）特に挙げられ得るアミノ酸誘導体は、アミノ酸のアルカリ金属塩を包含し、例えば下
記：
－サルコシネート、例えばＣｉｂａ社によってＳａｒｋｏｓｙｌ　ＮＬ　９７の商品名で
販売されているまたはＳＥＰＰＩＣ社によってＯｒａｍｉｘ　Ｌ３０の商品名で販売され
ているナトリウムラウロイルサルコシネート、Ｎｉｋｋｏｌ社によってＮｉｋｋｏｌ　Ｓ
ａｒｃｏｓｉｎａｔｅ　ＭＮの商品名で販売されているナトリウムミリストイルサルコシ
ネート、およびＮｉｋｋｏｌ社によってＮｉｋｋｏｌ　Ｓａｒｃｏｓｉｎａｔｅ　ＰＮの
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商品名で販売されているナトリウムパルミトイルサルコシネート；
－アラニネート、例えばＮｉｋｋｏｌ社によってＳｏｄｉｕｍ　Ｎｉｋｋｏｌ　Ａｌａｎ
ｉｎａｔｅ　ＬＮ３０の商品名で販売されているまたはＫａｗａｋｅｎ社によってＡｌａ
ｎｏｎｅ　ＡＬＥの商品名で販売されているナトリウムＮ－ラウロイルＮ－メチルアミド
プロピオネート、およびＫａｗａｋｅｎ社によってＡｌａｎｏｎｅ　Ａｌｔａの商品名で
販売されているトリエタノールアミンＮ－ラウロイルＮ－メチルアラニン；
－グルタメート、例えばＡｊｉｎｏｍｏｔｏ社によってＡｃｙｌｇｌｕｔａｍａｔｅ　Ｃ
Ｔ－１２の商品名で販売されているトリエタノールアミンモノココイルグルタメート、ま
たはＡｊｉｎｏｍｏｔｏ社によってＡｃｙｌｇｌｕｔａｍａｔｅ　ＬＴ－１２の商品名で
販売されているトリエタノールアミンラウロイルグルタメート；
およびそれらの混合物、例えば、パルミトイルプロリン（および）ナトリウムパルミトイ
ルサルコシネート（および）マグネシウムパルミトイルグルタメート、特にＳＥＰＰＩＣ
社によってＳｅｐｉｆｅｅｌ　Ｏｎｅの名前で販売されているものが挙げられる。
【０２４２】
グルタミン酸塩および／または誘導体は、下記により具体的に記載される。
－アスパルテート、例えばＭｉｔｓｕｂｉｓｈｉ社によってＡｓｐａｒａｃｋの名前で販
売されている、トリエタノールアミンＮ－ラウロイルアスパルテートおよびトリエタノー
ルアミンＮ－ミリストイルアスパルテートの混合物；
－グリシン誘導体（グリシネート）、例えばＡｊｉｎｏｍｏｔｏ社によってＡｍｉｌｉｔ
ｅ　ＧＣＳ－１２およびＡｍｉｌｉｔｅ　ＧＣＫ　１２の商品名で販売されているナトリ
ウムＮ－ココイルグリシネート；
－シトレート、例えばＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ社によってＷｉｔｃｏｎｏｌ　ＥＣ　１１
２９の名前で販売されているココイルアルコールのオキシエチレン化（９モル）クエン酸
モノエステル；
－ガラクチュロネート、例えばＳｏｌｉａｎｃｅ社によって販売されているナトリウムド
デシル－Ｄ－ガラクトシドウロネート。
【０２４３】
４）挙げられ得るスルホネートの例は、αーオレフィンスルホネート、例えばＳｔｅｐａ
ｎ社によってＢｉｏ－Ｔｅｒｇｅ　ＡＳ－４０の商品名で販売されている、Ｗｉｔｃｏ社
によってＷｉｔｃｏｎａｔｅ　ＡＯＳ　ＰｒｏｔｅｇｅおよびＳｕｌｆｒａｍｉｎｅ　Ａ
ＯＳ　ＰＨ　１２の商品名で販売されている、またはＳｔｅｐａｎ社によってＢｉｏ－Ｔ
ｅｒｇｅ　ＡＳ－４０　ＣＧの商品名で販売されている、ナトリウムα－オレフィンスル
ホネート（Ｃ１４－１６）、Ｃｌａｒｉａｎｔ社によってＨｏｓｔａｐｕｒ　ＳＡＳ　３
０の商品名で販売されているナトリウム第二オレフィンスルホネートを包含する。
【０２４４】
５）挙げられ得るイセチオネートは、アシルイセチオネート、例えばナトリウムココイル
イセチオネート、例えばＪｏｒｄａｎ社によってＪｏｒｄａｐｏｎ　ＣＩ　Ｐの商品名で
販売されている製品を包含する。
【０２４５】
６）挙げられ得るタウレートは、ＣｌａｒｉａｎｔによってＨｏｓｔａｐｏｎ　ＣＴ　Ｐ
ａｔｅの商品名で販売されているパーム核油メチルタウレートのナトリウム塩、例えばＣ
ｌａｒｉａｎｔ社によってＨｏｓｔａｐｏｎ　ＬＴ－ＳＦの商品名で販売されている、ま
たはＮｉｋｋｏｌ社によってＮｉｋｋｏｌ　ＣＭＴ－３０－Ｔの商品名で販売されている
ナトリウムＮ－ココイルＮ－メチルタウレート、およびＮｉｋｋｏｌ社によってＮｉｋｋ
ｏｌ　ＰＭＴの商品名で販売されているナトリウムパルミトリウメチルタウレートを包含
する。
【０２４６】
７）挙げられ得るスルホスクシネートの例は、Ｗｉｔｃｏ社によってＳｅｔａｃｉｎ　１
０３　ＳｐｅｃｉａｌおよびＲｅｗｏｐｏｌ　ＳＢ－ＦＡ　３０　Ｋ　４の商品名で販売
されているオキシエチレン化（３ＥＯ）ラウリルアルコールモノスルホスクシネート（７
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０／３０　Ｃ１２／Ｃ１４）、Ｚｓｃｈｉｍｍｅｒ　Ｓｃｈｗａｒｚ社によってＳｅｔａ
ｃｉｎ　Ｆ　Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｐａｓｔｅの商品名で販売されているＣ１２～Ｃ１４アル
キルヘミスルホスクシネートの二ナトリウム塩、Ｈｅｎｋｅｌ社によってＳｔａｎｄａｐ
ｏｌ　ＳＨ　１３５の商品名で販売されているオキシエチレン化（２ＥＯ）二ナトリウム
オレアミドスルホスクシネート、Ｓａｎｙｏ社によってＬｅｂｏｎ　Ａ－５０００の商品
名で販売されているオキシエチレン化（５ＥＯ）ラウリルアミドモノスルホスクシネート
、Ｗｉｔｃｏ社によってＲｅｗｏｐｏｌ　ＳＢ　ＣＳ　５０の商品名で販売されているラ
ウリルシトレートモノスルホスクシネートのオキシエチレン化（１０ＥＯ）二ナトリウム
塩、およびＷｉｔｃｏ社によってＲｅｗｏｄｅｒｍ　Ｓ　１３３３の商品名で販売されて
いるリシノール酸モノエタノールアミドモノスルホスクシネートを包含する。ポリジメチ
ルシロキサンスルホスクシネート、例えばＭａｃＩｎｔｙｒｅ社によってＭａｃｋａｎａ
ｔｅ－ＤＣ３０の名前で販売されている二ナトリウムＰＥＧ－１２ジメチコーンスルホス
クシネートも使用され得る。
【０２４７】
８）挙げられ得るアルキルスルホアセテートの例は、Ｓｔｅｐａｎ社によってＳｔｅｐａ
ｎ　Ｍｉｌｄ　ＬＳＢの名前で販売されている、ナトリウムラウリルスルホアセテートお
よび二ナトリウムラウリルエーテルスルホスクシネートの混合物を包含する。
【０２４８】
９）挙げられ得るホスフェートおよびアルキルホスフェートの例は、モノアルキルホスフ
ェートおよびジアルキルホスフェートを包含し、例えば、Ｋａｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社
によってＭＡＰ　２０の商品名で販売されているラウリルモノホスフェート、ドデシルリ
ン酸のカリウム塩、Ｃｏｇｎｉｓ社によってＣｒａｆｏｌ　ＡＰ－３１の商品名で販売さ
れているモノエステルおよびジエステル（主としてジエステル）の混合物、Ｃｏｇｎｉｓ
社によってＣｒａｆｏｌ　ＡＰ－２０の商品名で販売されているオクチルリン酸モノエス
テルおよびジエステルの混合物、Ｃｏｎｄｅａ社によってＩｓｏｆｏｌ　１２　７　ＥＯ
－Ｐｈｏｓｐｈａｔｅ　Ｅｓｔｅｒの商品名で販売されている、２－ブチルオクタノール
のエトキシル化された（７モルのＥＯ）リン酸ジエステルの混合物、Ｕｎｉｑｅｍａ社に
よってＡｒｌａｔｏｎｅ　ＭＡＰ　２３０Ｋ－４０およびＡｒｌａｔｏｎｅ　ＭＡＰ　２
３０Ｔ－６０の商品名で販売されているモノ（Ｃ１２－Ｃ１３）アルキルホスフェートの
カリウムまたはトリエタノールアミン塩、Ｒｈｏｄｉａ　Ｃｈｉｍｉｅ社によってＤｅｒ
ｍａｌｃａｒｅ　ＭＡＰ　ＸＣ－９９／０９の商品名で販売されているカリウムラウリル
ホスフェート、およびＵｎｉｑｅｍａ社によってＡｒｌａｔｏｎｅ　ＭＡＰ　１６０Ｋの
名前で販売されているカリウムセチルホスフェートである。
【０２４９】
１０）ポリペプチドは、例えば、穀物からの、特に小麦またはオーツムギからのアミノ酸
上への脂肪族鎖の縮合によって得られる。挙げられ得るポリペプチドの例は、Ｃｒｏｄａ
社によってＡｍｉｎｏｆｏａｍ　Ｗ　ＯＲの名前で販売されている、加水分解されたラウ
ロイル小麦タンパクのカリウム塩、Ｍａｙｂｒｏｏｋ社によってＭａｙ－Ｔｅｉｎ　ＳＹ
の名前で販売されている、加水分解されたココイル大豆タンパクのトリエタノールアミン
塩、ＳＥＰＰＩＣ社によってＰｒｏｔｅｏｌ　Ｏａｔの名前で販売されている、ラウロイ
ルオーツムギアミノ酸のナトリウム塩、Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｇｅｌａｔｉｎｅ社によって
Ｇｅｌｉｄｅｒｍ　３０００の名前で販売されている、ココナツ脂肪酸上にグラフトされ
たコラーゲン加水分解物、およびＳＥＰＰＩＣ社によってＰｒｏｔｅｏｌ　ＶＳ　２２の
名前で販売されている、水素化ココナツ酸でアシル化された大豆タンパクを包含する。
【０２５０】
１１）挙げられ得るＣ１０～Ｃ３０、好ましくはＣ１６～Ｃ２５脂肪酸の金属塩は、特に
、金属ベヘネート、例えばナトリウムベヘネート、および金属ステアレート、例えばナト
リウムステアレート、特にＦＡＣＩからＶｅｇｅｔａｂｌｅナトリウムステアレート３５
／６５の名前で販売されているもの、およびカリウムステアレート、およびポリヒドロキ
システアレートを包含する。
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【０２５１】
１２）ならびにそれらの混合物。
【０２５２】
陽イオン性界面活性剤
陽イオン性界面活性剤は、下記：
－アルキルイミダゾリジニウム、例えばイソステアリルエチルイミドニウムエトスルフェ
ート、
－アンモニウム塩、例えば（Ｃ１２－３０アルキル）トリ（Ｃ１－４アルキル）アンモニ
ウムハライド、例えば、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－ドコサナミニウムクロライド（ま
たはべへントリモニウムクロライド）
から選択され得る。
【０２５３】
本発明に従う組成物はまた、１以上の両性界面活性剤、例えばＮ－アシルアミノ酸、例え
ばＮ－アルキルアミノアセテートおよび二ナトリウムココアンホジアセテート、およびア
ミンオキシド、例えばステアラミンオキシド、またはシリコーン界面活性剤、例えばジメ
チコーンコポリオールホスフェート、例えばＰｈｏｅｎｉｘ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社によっ
てＰｅｃｏｓｉｌ　ＰＳ　１００の商品名で販売されている製品、を含み得る。
【０２５４】
第二の実施態様によれば、上記組成物は、少なくとも１のシリコーン界面活性剤を含む。
挙げられ得る例は、下記を包含する。
ａ）２５℃で８以上のＨＬＢを有する非イオン性界面活性剤、これは単独でまたは混合物
として使用され、特に下記：
－ジメチコーンコポリオール、例えばＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＱ２－５２２０
の商品名で販売されている製品；
－ジメチコーンコポリオールベンゾエート、例えばＦｉｎｔｅｘ社によってＦｉｎｓｏｌ
ｖ　ＳＬＢ　１０１の商品名で販売されている製品；
が挙げられる；
ｂ）２５℃で８以上のＨＬＢを有する非イオン性界面活性剤、これは単独でまたは混合物
として使用され、特に下記：
－　Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＱ２－３２２５Ｃの商品名で販売されている、シ
クロメチコーン／ジメチコーンコポリオールの混合物
が挙げられる。
【０２５５】
好ましくは、本発明に従う組成物が、少なくとも１の非イオン性または陰イオン性の界面
活性剤を含む。
【０２５６】
好ましくは、本発明に従う組成物が、下記から選択される少なくとも１の界面活性剤を含
む。
－アミノ酸誘導体、特にグルタメート、例えば、特にＳＥＰＰＩＣ社によってＳｅｐｉｆ
ｅｅｌ　Ｏｎｅの名前で販売されている、パルミトイルプロリン（および）ナトリウムパ
ルミトイルサルコシネート（および）マグネシウムパルミトイルグルタメート、および／
または
－スクロースのアルキルおよびポリアルキルエステル、特にＣ１２～Ｃ２６アルキルエス
テルであって、挙げられ得る例は、スクロースステアレート、特にＥｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌ
ｄｓｃｈｍｉｄｔ社によってＴｅｇｏｓｏｆｔ　ＰＳＥ　１４１　Ｇの名前で販売されて
いるもの、および／またはソルビタンステアレートおよびスクロースココエートの混合物
（Ｃｒｏｄａ社によりＡｒｌａｃｅｌ　２１２１Ｕ－ＦＬの名前で販売されている）を包
含する；
－アルキルおよびポリアルキルグルコシドまたはポリグルコシド、特に６～３０、好まし
くは６～１８、さらには８～１６の炭素原子を有するアルキル基を有し、かつ１～５、特
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に１、２または３のグルコシド単位を有するグルコシド基を有するもの、好ましくはデシ
ルグルコシド（Ｃ９／Ｃ１１－アルキルポリグルコシド（１．４））、カプリリル／カプ
リルグルコシド、ラウリルグルコシド、ココイルグルコシド、カプリリルグルコシド、お
よびアラキジルグルコシドおよびベヘニルアルコールおよびアラキジルアルコールの混合
物（そのＩＮＣＩ名が、アラキジルアルコール（および）ベヘニルアルコール（および）
アラキジルグルコシドである）から選択されるアルキルポリグルコシド；
－ならびにそれらの混合物。
【０２５７】
好ましくは、界面活性剤が、（１）アミノ酸誘導体、特にグルタメート、好ましくは例え
ばパルミトイルプロリン（および）ナトリウムパルミトイルサルコシネート（および）マ
グネシウムパルミトイルグルタメート、および／または（２）スクロースのアルキルおよ
びポリアルキルエステル、特にＣ１２～Ｃ２６アルキルエステル、好ましくは例えばスク
ロースステアレート、および／またはソルビタンステアレートおよびスクロースココエー
トの混合物、ならびにそれらの混合物から選択される。
【０２５８】
親水性ゲル化性ポリマー
本発明に従う組成物はさらに、親水性ゲル化剤、好ましくは会合性ポリマーから選択され
るもの、を含み得る。
【０２５９】
好ましくは、組成物は、上記親水性ゲル化剤（好ましくは会合性ポリマー）が、存在する
ならば、組成物の総重量に対して０．１～１０重量％の含有量であるようなものである。
【０２６０】
本発明の目的のために、用語「水性相をゲル化するためのポリマー」は、本発明に従う組
成物の水性相をゲル化することができるポリマーを意味する。
【０２６１】
本発明に従って使用され得るゲル化性ポリマーは、特に、特定の濃度Ｃ＊を超えて、少な
くとも１０Ｐａに等しい流動閾値τｃによる振動レオロジー（μ＝１Ｈｚ）によって特徴
付けられるゲルを水中に形成する能力によって特徴付けられ得る。この濃度Ｃ＊は、考慮
下のゲル化性ポリマーの性質に応じて広く変わり得る。
【０２６２】
例として、この濃度は、ポリソルベート８０／Ｉ－Ｃ１６中の４０％の不可逆エマルジョ
ンとしてのアクリルアミド／ナトリウムアクリルアミド－２－メチルプロパンスルホネー
トコポリマー、例えばＳＥＰＰＩＣ社によってＳｉｍｕｌｇｅｌ　６００の名前で販売さ
れている製品、の場合には１～２重量％であり、Ａｒｉｓｔｏｆｌｅｘ　ＨＭＳなどの型
の、トリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）で架橋されたＡＭＰＳ／エ
トキシル化（２５ＥＯ）セテアリル（ｃｅｔｅａｒｙｌ）メタクリレートコポリマーの場
合には約０．５重量％である。
【０２６３】
ゲル化性ポリマーは、組成物中に、組成物の剛性モジュラスＧ＊（１Ｈｚ、２５℃）を、
１００００Ｐａ以上の値、特に１００００～１０００００Ｐａの値に調整するのに十分な
量で存在し得る。組成物の剛性モジュラスＧ＊（１Ｈｚ、２５℃）を測定する方法は、下
記により詳細に記載される。
【０２６４】
ゲル化性ポリマーは、親水性ポリマーであり、したがって組成物の水性相に存在する。
【０２６５】
特に、このゲル化性ポリマーは、下記から選択され得る。
－アクリルまたはメタクリル酸ホモポリマーまたはコポリマーまたはその塩およびエステ
ル、特にＡｌｌｉｅｄ　Ｃｏｌｌｏｉｄ社によってＶｅｒｓｉｃｏｌ　ＦまたはＶｅｒｓ
ｉｃｏｌ　Ｋの名前で、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ社によってＵｌｔｒａｈｏｌｄ　８の名前
で販売されている製品、およびＳｙｎｔｈａｌｅｎ　Ｋタイプのポリアクリル酸、および



(39) JP 5905605 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

ポリアクリル酸の塩、特にナトリウム塩（ナトリウムアクリレートコポリマーのＩＮＣＩ
名に対応する）、特に、Ｌｕｖｉｇｅｌ　ＥＭの名前で販売されている架橋されたナトリ
ウムポリアクリレート（ナトリウムアクリレートコポリマー（および）カプリル酸／カプ
リン酸トリグリセリドのＩＮＣＩ名に対応する）；
－アクリル酸およびアクリルアミドのコポリマー（そのナトリウム塩の形態で、Ｈｅｒｃ
ｕｌｅｓ社によってＲｅｔｅｎの名前で販売されている）、Ｖａｎｄｅｒｂｉｌｔ社によ
ってＤａｒｖａｎ　Ｎｏ．　７の名前で販売されているナトリウムポリメタクリレート、
およびＨｅｎｋｅｌ社によってＨｙｄａｇｅｎ　Ｆの名前で販売されているポリヒドロキ
シカルボン酸のナトリウム塩；
－ポリアクリル酸／アルキルアクリレートコポリマー、好ましくは変性されたまたは未変
性のカルボキシビニルポリマー、ここで、本発明に従う最も好ましいコポリマーは、アク
リレート／Ｃ１０～Ｃ３０－アルキルアクリレートコポリマー（ＩＮＣＩ名：アクリレー
ト／Ｃ１０－３０アルキルアクリレート架橋ポリマー）、例えばＬｕｂｒｉｚｏｌ社によ
ってＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ１、Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ２、Ｃａｒｂｏｐｏｌ　１３８２お
よびＣａｒｂｏｐｏｌ　ＥＤＴ　２０２０（より好ましくはＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ－２）
の名前で販売されている製品；
－Ｃｌａｒｉａｎｔ社によって販売されているＡＭＰＳ（水性アンモニアで部分的に中和
されかつ高度に架橋されたポリアクリルアミドメチルプロパンスルホン酸）；
－ＳＥＰＰＩＣ社によって販売されている、ＳｅｐｉｇｅｌまたはＳｉｍｕｌｇｅｌ型の
ＡＭＰＳ／アクリルアミドコポリマー、および
－Ｃｌａｒｉａｎｔ社によって販売されているＡｒｉｓｔｏｆｌｅｘ　ＨＭＳなどの型の
ポリオキシエチレン化ＡＭＰＳ／アルキルメタクリレートコポリマー（架橋されたまたは
架橋されていない）；
－ならびにそれらの混合物。
【０２６６】
挙げられ得る親水性ゲル化性ポリマーの他の例は下記を包含する。
－陰イオン性、陽イオン性、両性または非イオン性キチンまたはキトサンポリマー；
－アルキルセルロース以外のセルロースポリマーであって、ヒドロキシエチルセルロース
、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、エチルヒドロキシエチ
ルセルロースおよびカルボキシメチルセルロース、および４級化セルロース誘導体から選
択されるもの；
－ビニルポリマー、例えばポリビニルピロリドン、メチルビニルエーテルおよび無水リン
ゴ酸のコポリマー、ビニルアセテートおよびクロトン酸のコポリマー、ビニルピロリドン
およびビニルアセテートのコポリマー、ビニルピロリドンおよびカプロラクタムのコポリ
マー、ポリビニルアルコール；
－天然起源の任意的に変性されていてもよいポリマー、例えばガラクトマンナンおよびそ
の誘導体、例えばコンニャクガム、ゲランガム、ローカストビーンガム、フェヌグリーク
ガム、カラヤガム、トラガカントガム、アラビアガム、アカシアガム、グアーガム、ヒド
ロキシプロピルグアー、ナトリウムメチルカルボキシレート基で変性されたヒドロキシプ
ロピルグアー（Ｊａｇｕａｒ　ＸＣ９７－１、Ｒｈｏｄｉａ）、ヒドロキシプロピルトリ
メチルアンモニウムグアークロライド、およびキサンタン誘導体；
－アルギネートおよびカラギーナン；
－グリコアミノグリカン、ヒアルロン酸およびその誘導体；
－デオキシリボ核酸；
－ムコ多糖、例えばヒアルロン酸およびコンドロイチンスルフェート；
ならびにそれらの混合物。
【０２６７】
１の好ましい実施態様によれば、ゲル化性ポリマーは、アクリル酸またはメタクリル酸の
ホモポリマーまたはコポリマーまたはその塩およびエステル、ポリアクリル酸およびポリ
アクリル酸塩、またはそれらの混合物から選択される。
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【０２６８】
１の好ましい実施態様によれば、ゲル化性ポリマーが、ポリアクリル酸のナトリウム塩、
特に架橋されたナトリウムポリアクリレートである。
【０２６９】
１の特に好ましい実施態様によれば、ゲル化剤が、会合性ポリマーから選択される。
【０２７０】
本発明の目的のために、用語「会合性ポリマー」は、その構造に少なくとも１の脂肪族鎖
および少なくとも１の親水性部分を有する任意の両親媒性ポリマーを意味する。本発明に
従う会合性ポリマーは、陰イオン性、陽イオン性、非イオン性または両性であり得る。
【０２７１】
会合性陰イオン性ポリマー
挙げられ得る会合性陰イオン性ポリマーは、少なくとも１の親水性単位および少なくとも
１の脂肪族鎖アリルエーテル単位を有するもの、特にその親水性単位が不飽和エチレン性
陰イオン性モノマー、有利にはビニルカルボン酸、最も特にアクリル酸またはメタクリル
酸またはそれらの混合物によって形成され、かつその脂肪族鎖アリルエーテル単位が下記
式（Ｉ）のモノマーに対応するものである。

ここでＲ’はＨまたはＣＨ３を示し、Ｂはエチレンオキシ基を示し、ｎはゼロまたは１～
１００の整数を示し、Ｒは、８～３０、好ましくは１０～２４、さらには１２～１８の炭
素原子を有する、アルキル、アリールアルキル、アリール、アルキルアリールおよびシク
ロアルキル基から選択される炭化水素に基づく基を示す。
【０２７２】
この種の陰イオン性両親媒性ポリマーは、欧州特許出願公開第０２１６４７９号明細書に
記載され、そして上記文献におけるエマルジョン重合法に従って調製される。
【０２７３】
挙げられ得る会合性陰イオン性ポリマーはまた、無水マレイン酸／Ｃ３０～Ｃ３８a－オ
レフィン／アルキルマレエート三元ポリマー、例えばＮｅｗｐｈａｓｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌ
ｏｇｉｅｓ社によってＰｅｒｆｏｒｍａ　Ｖ　１６０８の名前で販売されている製品（無
水マレイン酸／Ｃ３０～Ｃ３８a－オレフィン／イソプロピルマレエートコポリマー）で
ある。
【０２７４】
会合性陰イオン性ポリマーのうち、１の好ましい実施態様によれば、α，β－モノエチレ
ン性不飽和カルボン酸および、α，β－モノエチレン性不飽和カルボン酸およびオキシア
ルキレン化脂肪族アルコールのエステルをモノマーとして含むコポリマーが使用され得る
。
【０２７５】
好ましくは、これらの化合物がまた、α，β－モノエチレン性不飽和カルボン酸およびＣ

１～Ｃ４アルコールのエステルをモノマーとして含む。
【０２７６】
挙げられ得るこの種の化合物の例は、Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａｓ社によって販売されている
Ａｃｕｌｙｎ　２２（商品名）（メタクリル酸／エチルアクリレート／オキシアルキレン
化ステアリルメタクリレート（２０ＯＥ単位を含む）三元ポリマー）、またはＡｃｕｌｙ
ｎ　２８（メタクリル酸／エチルアクリレート／オキシエチレン化ベヘニルメタクリレー
ト（２５ＯＥ）三元ポリマー）を包含する。
【０２７７】
挙げられ得る会合性陰イオン性ポリマーの例はまた、不飽和オレフィン性カルボン酸型の
少なくとも１の親水性単位および排他的に不飽和カルボン酸の（Ｃ１０～Ｃ３０）アルキ
ルエステルなどの型の少なくとも１の疎水性単位を含む陰イオン性ポリマーを包含する。
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挙げられ得る例は、米国特許第３９１５９２１号明細書および同第４５０９９４９同明細
書にしたがって記載されそして製造される陰イオン性ポリマーを包含する。
【０２７８】
陽イオン性会合性ポリマー
挙げられ得る陽イオン性会合性ポリマーは、４級化セルロース誘導体およびアミン側基を
有するポリアクリレートを包含する。
【０２７９】
４級化セルロース誘導体は、特に、
－少なくとも１の脂肪族鎖、例えば少なくとも８の炭素原子を有するアルキル、アリール
アルキルまたはアルキルアリール基、で変性された４級化セルロース、またはそれらの混
合物；
－少なくとも１の脂肪族鎖、例えば少なくとも８の炭素原子を有するアルキル、アリール
アルキルまたはアルキルアリール基、で変性された４級化ヒドロキシエチルセルロースま
たはそれらの混合物；
である。
【０２８０】
４級化されたまたはされていないアミン側基を有するポリアクリレートは、例えば、ステ
アレス－２０（ポリオキシエチレン化（２０）ステアリルアルコール）などの型の疎水性
基を含む。
【０２８１】
上記の４級化されたセルロースまたはヒドロキシエチルセルロースが有するアルキル基は
、好ましくは８～３０の炭素原子を有する。アリール基は好ましくは、フェニル、ベンジ
ル、ナフチルまたはアンスリル基を示す。
【０２８２】
挙げられ得る、Ｃ８～Ｃ３０脂肪族鎖を有する４級化されたアルキルヒドロキシエチルセ
ルロースの例は、Ａｍｅｒｃｈｏｌ社によって販売されているＱｕａｔｒｉｓｏｆｔ　Ｌ
Ｍ　２００、Ｑｕａｔｒｉｓｏｆｔ　ＬＭ－Ｘ　５２９－１８－Ａ、Ｑｕａｔｒｉｓｏｆ
ｔ　ＬＭ－Ｘ　５２９－１８Ｂ（Ｃ１２アルキル）およびＱｕａｔｒｉｓｏｆｔ　ＬＭ－
Ｘ　５２９－８（Ｃ１８アルキル）の製品およびＣｒｏｄａ社によって販売されているＣ
ｒｏｄａｃｅｌ　ＱＭ、Ｃｒｏｄａｃｅｌ　ＱＬ（Ｃ１２アルキル）およびＣｒｏｄａｃ
ｅｌ　ＱＳ（Ｃ１８アルキル）の製品を包含する。
【０２８３】
挙げられ得るアミノ側鎖を有するポリアクリレートの例は、Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒ
ｃｈ社からのポリマー８７８１－１２１Ｂまたは９４９２－１０３である。
【０２８４】
非イオン性会合性ポリマー
非イオン性会合性ポリマーは下記から選択される。
－少なくとも１の脂肪族鎖を有する基で変性されたセルロース、例えば少なくとも１の脂
肪族鎖を有する基、例えばアルキル基、特にＣ８～Ｃ２２のもの、アラルキル基およびア
ルキルアリール基、で変性されたヒドロキシエチルセルロース、例えばＡｑｕａｌｏｎ社
によって販売されているＮａｔｒｏｓｏｌ　Ｐｌｕｓ　Ｇｒａｄｅ　３３０　ＣＳ（Ｃ１

６アルキル）；
－アルキルフェニルポリアルキレングリコールエーテル基で変性されたセルロース、例え
ば、Ａｍｅｒｃｈｏｌ社によって販売されている製品Ａｍｅｒｃｅｌｌ　Ｐｏｌｙｍｅｒ
　ＨＭ－１５００（ノニルフェニルポリエチレングリコール（１５）エーテル）；
－少なくとも１の脂肪族鎖、例えばアルキル鎖、を有する基で変性されたグアー、例えば
ヒドロキシプロピルグアー；
－ビニルピロリドンと脂肪族鎖疎水性モノマーとのコポリマー；
－Ｃ１～Ｃ６アルキルメタクリレートまたはアクリレートとなくとも１の脂肪族鎖を有す
る両親媒性モノマーとのコポリマー；
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－親水性メタクリレートまたはアクリレートと少なくとも１の脂肪族鎖を有する疎水性モ
ノマーとのコポリマー、例えばポリエチレングリコールメタクリレート／ラウリルメタク
リレートコポリマー；
－会合性ポリウレタン。
【０２８５】
会合性ポリウレタンは、通常はポリオキシエチレン性の親水性ブロック（ポリウレタンは
ポリウレタンポリエーテルとも呼ばれ得る）と、脂肪族の配列のみおよび／または環式脂
肪族配列および／または芳香族配列であり得る疎水性ブロックとの両方を鎖中に含む非イ
オン性ブロックコポリマーである。
【０２８６】
特に、これらのポリマーは、親水性ブロックによって分離された、６～３０の炭素原子を
有する少なくとも２の炭化水素に基づく親油性鎖を含み、上記炭化水素に基づく鎖は、親
水性ブロックのペンダント鎖でありまたは親水性ブロックの端部の鎖であり得る。特に、
１以上のペンダント鎖が意図され得る。さらに、上記ポリマーは、親水性ブロックの一端
または両端に炭化水素に基づく鎖を含み得る。
【０２８７】
会合性ポリウレタンは、トリブロックまたはマルチブロックの形態のブロックポリマーで
あり得る。すなわち、疎水性ブロックは鎖の両端にあり得（例えば、中央の親水性ブロッ
クを有するトリブロック）、または両端および鎖中の両方に分布され得る（例えば、マル
チブロックコポリマー）。これらのポリマーはまた、グラフトポリマーまたはスターポリ
マーであり得る。好ましくは、会合性ポリウレタンがトリブロックコポリマーであり、こ
こで親水性ブロックが、５０～１０００のオキシエチレン基を有するポリオキシエチレン
鎖である。一般に、会合性ポリウレタンは、親水性ブロック間にウレタン結合を有し、そ
れ故に上記名前を有する。
【０２８８】
１の好ましい実施態様によれば、ポリウレタン型の非イオン性会合性ポリマーがゲル化剤
として使用される。
【０２８９】
本発明において使用できない非イオン性ポリウレタンポリエーテルの例として、Ｓｅｒｖ
ｏ　Ｄｅｌｄｅｎ社からのポリマーＣ１６－ＯＥ１２０－Ｃ１６（ＳＥＲ　ＡＤ　ＦＸ１
１００の名前、ウレタン基を有し、かつ１３００の重量平均分子量を有する分子）（ＯＥ
はオキシエチレン単位である）が挙げられ得る。
【０２９０】
Ｒｈｅｏｘ社によって販売されている、ウレア基を有するＲｈｅｏｌａｔｅ　２０５、ま
たはＲｈｅｏｌａｔｅ　２０８または２０４、あるいはＥｌｅｍｅｎｔｉｓ社によるＲｈ
ｅｏｌａｔｅ　ＦＸ　１１００も、会合性ポリウレタンポリマーとして使用され得る。こ
れらの会合性ポリウレタンは、純粋な形態で販売されている。Ｒｏｈｍ ＆ Ｈａａｓ社か
らの製品ＤＷ　１２０６ＢはＣ２０アルキル鎖およびウレタン結合を有し、水中に２０％
の固形分で販売されており、これも使用され得る。
【０２９１】
また、これらのポリマーの、特に水中または水性アルコール性媒体中の、溶液または分散
物を使用することができる。挙げられ得るそのようなポリマーの例は、Ｓｅｒｖｏ　Ｄｅ
ｌｄｅｎ社からのＳＥＲ　ＡＤ　ＦＸ１０１０、ＳＥＲ　ＡＤ　ＦＸ１０３５およびＳＥ
Ｒ　ＡＤ　１０７０、およびＲｈｅｏｘ社によって販売されているＲｈｅｏｌａｔｅ　２
５５、Ｒｈｅｏｌａｔｅ　２７８およびＲｈｅｏｌａｔｅ　２４４を包含する。また、Ｒ
ｏｈｍ　＆　Ｈａａｓ社からの製品Ａｃｕｌｙｎ　４６、ＤＷ　１２０６ＦおよびＤＷ　
１２０６Ｊ、およびＡｃｒｙｓｏｌ　ＲＭ　１８４またはＡｃｒｙｓｏｌ　４４、あるい
はＢｏｒｃｈｅｒｓ　社からのＢｏｒｃｈｉｇｅｌ　ＬＷ　４４、およびそれらの混合物
も使用することができる。
【０２９２】



(43) JP 5905605 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

１の好ましい実施態様によれば、親水性ゲル化剤が、下記から選択される。
－任意的に変性されていてもよいヒドロキシプロピルグアー、特に、ナトリウムメチルカ
ルボキシレート基で変性されたヒドロキシプロピルグアー（Ｊａｇｕａｒ　ＸＣ９７－１
、Ｒｈｏｄｉａ）またはヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムグアークロライド；
－ビニルポリマー、例えばポリビニルアルコール；
－（メタ）アクリル酸由来の陰イオン性会合性ポリマー、例えば、Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａ
ｓによってＡｃｕｌｙｎ　２２の名前で販売されている、メタクリル酸およびステアレス
－２０メタクリレートから得られた非架橋コポリマー、　
－ポリウレタンポリエーテル型の非イオン性会合性ポリマー、例えば、Ｅｌｅｍｅｎｔｉ
ｓによってＲｈｅｏｌａｔｅ　ＦＸ　１１００の名前で販売されている、ステアレス－１
００／ＰＥＧ－１３６／ＨＤＩコポリマー。
【０２９３】
１の好ましい実施態様によれば、親水性ゲル化剤が、下記から選択される。
－任意的に変性されていてもよいヒドロキシプロピルグアー、特に、ナトリウムメチルカ
ルボキシレート基で変性されたヒドロキシプロピルグアー（Ｊａｇｕａｒ　ＸＣ９７－１
、Ｒｈｏｄｉａ）またはヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムグアークロライド；
－（メタ）アクリル酸由来の陰イオン性会合性ポリマー、例えば、Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａ
ｓによってＡｃｕｌｙｎ　２２の名前で販売されている、メタクリル酸およびステアレス
－２０メタクリレートから得られた非架橋コポリマー、　
－ポリウレタンポリエーテル型の非イオン性会合性ポリマー、例えば、Ｅｌｅｍｅｎｔｉ
ｓによってＲｈｅｏｌａｔｅ　ＦＸ　１１００の名前で販売されている、ステアレス－１
００／ＰＥＧ－１３６／ＨＤＩコポリマー。
【０２９４】
両性会合性ポリマー
本発明の会合性両性ポリマーとして、架橋されたまたは架橋されていない、分岐したまた
は分岐していない両性ポリマーが挙げられ得、これは下記：
１）下記式（ＩＶａ）または（ＩＶｂ）の少なくとも１のモノマー：

［Ｒ４およびＲ５は同一でも異なっていてもよく、水素原子またはメチル基を表わし、
Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は同一でも異なっていてもよく、１～３０の炭素原子を有する直鎖
のまたは分岐したアルキル基を表わし、
Ｚは基ＮＨまたは酸素原子を表わし、
Ｎは２～５の整数であり、
Ａ－は鉱酸または有機酸由来の陰イオンを示し、例えばメトスルフェート陰イオンまたは
ハライド、例えばクロライドまたはブロミド、である］；
２）下記式（Ｖ）の少なくとも１のモノマー：
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［Ｒ９およびＲ１０は同一でも異なっていてもよく、水素原子またはメチル基を表わし、
Ｚ１は基ＯＨまたは基ＮＨＣ（ＣＨ３）２ＣＨ２ＳＯ３Ｈを表わす］；
３）下記式（ＶＩ）の少なくとも１のモノマー：

［Ｒ９およびＲ１０は同一でも異なっていてもよく、水素原子またはメチル基を表わし、
Ｘは酸素または窒素原子を示し、Ｒ１１は１～３０の炭素原子を有する直鎖のまたは分岐
したアルキル基を示す］；
４）任意的に少なくとも１の架橋剤または分岐剤；
の共重合によって得られ得る。ここで、式（ＩＶａ）、（ＩＶｂ）または（ＶＩ）のモノ
マーの少なくとも１は、８～３０の炭素原子を有する少なくとも１の脂肪族鎖を有し、式
（ＩＶａ）、（ＩＶｂ）、（Ｖ）および（ＶＩ）のモノマーの化合物は、例えばＣ１～Ｃ

４アルキルハライドまたはＣ１～Ｃ４ジアルキルスルフェートで、４級化され得る。
【０２９５】
本発明の式（ＩＶａ）および（ＩＶｂ）のモノマーは好ましくは、下記：
－ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルアクリレート、
－ジエチルアミノエチルメタクリレート、ジエチルアミノエチルアクリレート、
－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、ジメチルアミノプロピルアクリレート、
－ジメチルアミノプロピルメタクリルアミドまたはジメチルアミノプロピルアクリルアミ
ド、
によって形成される群から選択され、任意的に、例えばＣ１～Ｃ４アルキルハライドまた
はＣ１～Ｃ４ジアルキルスルフェートで、４級化されていてもよい。
【０２９６】
特に、式（ＩＶａ）のモノマーは、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロ
ライドおよびメタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロライドから選択され
る。
【０２９７】
本発明の式（Ｖ）の化合物は好ましくは、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、２－
メチルクロトン酸、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸および２－メタ
クリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸によって形成される群から選択される。特
に、式（Ｖ）のモノマーは、アクリル酸である。
【０２９８】
本発明の式（ＶＩ）のモノマーは、好ましくは、Ｃ１２～Ｃ２２、特にＣ１６～Ｃ１８ア
ルキルアクリレートまたはメタクリレートによって形成される群から選択される。
【０２９９】
架橋剤または分岐剤は好ましくは、Ｎ，Ｎ’－メチレンビスアクリルアミド、トリアリル
メチルアンモニウムクロライド、アリルメタクリレート、ｎ－メチロールアクリルアミド
、ポリエチレングリコールジメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレート、ジ
エチレングリコールジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタクリレートおよ
びアリルスクロースから選択される。
【０３００】
本発明に従うポリマーはまた、他のモノマー、例えば非イオン性モノマーおよび特にＣ１

～Ｃ４アルキルアクリレートまたはメタクリレートを含み得る。
【０３０１】
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これらの両性ポリマーにおける陽イオン電荷／陰イオン電荷の数の比は好ましくは約１に
等しい。
【０３０２】
会合性両性ポリマーの重量平均分子量は５００超、好ましくは１０，０００～１０，００
０，０００、さらに好ましくは１００，０００～８，０００，０００の重量平均分子量を
有する。
【０３０３】
好ましくは、本発明の会合性両性ポリマーが、１～９９モル％、より好ましくは２０～９
５モル％、さらに好ましくは２５～７５モル％の式（ＩＶａ）または（ＩＶｂ）の化合物
を含む。また、好ましくは、１～８０モル％、より好ましくは５～８０モル％、さらに好
ましくは２５～７５モル％の式（Ｖ）の化合物を含む。式（ＶＩ）の化合物の含有量は、
好ましくは、０．１～７０モル％、より好ましくは１～５０モル％、さらに好ましくは１
～１０モル％である。架橋剤または分岐剤は、存在する場合には、好ましくは０．０００
１～１モル％、さらに好ましくは０．０００１～０．１モル％である。
【０３０４】
好ましくは、式（ＩＶａ）または（ＩＶｂ）の化合物と式（Ｖ）の化合物とのモル比が、
２０／８０～９５／５、より好ましくは２５／７５～７５／２５の範囲である。
【０３０５】
本発明に従う会合性両性ポリマーは、例えば、国際公開第９８／４４０１２号パンフレッ
トに記載されている。
【０３０６】
本発明に従って特に好ましい両性ポリマーは、アクリル酸／アクリルアミドプロピルトリ
メチルアンモニウムクロライド／ステアリルメタクリレートコポリマーから選択される。
【０３０７】
親水性ゲル化性ポリマーおよび特に会合性ポリマーは、本発明に従う組成物において、組
成物の総重量に対して０．１～１０重量％、好ましくは０．５～５重量％の範囲の総活性
物質含有量で存在し得る。
【０３０８】
理解されるように、この量はさらに、当該ポリマーがイオン性および／または非イオン性
界面活性剤および／または膜形成剤（アルキルセルロース、特にエチルセルロース、以外
のもの）と一緒にされているかいないかに応じて変わり得る。
【０３０９】
活性剤
組成物はまた、皮膚および／または口唇、特に口唇、のためのモイスチャライザー、瘢痕
化剤（ｃｉｃａｔｒｉｚｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）および／または抗エージング剤から選択さ
れる少なくとも１の添加剤を含み得る。
【０３１０】
この実施態様によれば、本発明はまた、本発明に従う組成物を皮膚および／または口唇に
施与することを含む、皮膚および／または口唇、特に口唇、をケアするための方法に関す
る。
【０３１１】
モイスチャライザー
第一の実施態様によれば、組成物はまた、少なくとも１のモイスチャライザー（湿潤剤と
しても知られる）を含む。
【０３１２】
特に挙げられ得るモイスチャライザーまたは湿潤剤は、ソルビトール、多価アルコール、
好ましくはＣ２～Ｃ８、より好ましくはＣ３～Ｃ６のもの、好ましくは例えばグリセロー
ル、プロピレングリコール、トリプロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、
ジプロピレングリコールおよびジグリセロール、ならびにそれらの混合物、グリセロール
およびその誘導体、ウレアおよびその誘導体、特にＮａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒｃｈによ
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って販売されているＨｙｄｒｏｖａｎｃｅ（商品名）（２－ヒドロキシエチルウレア）、
乳酸、ヒアルロン酸、ＡＨＡｓ、ＢＨＡｓ、ピドロ酸ナトリウム、キシリトール、セリン
、乳酸ナトリウム、エクトインおよびその誘導体、キトサンおよびその誘導体、コラーゲ
ン、プランクトン、Ｓｅｄｅｒｍａ社によってＭｏｉｓｔ　２４の商品名で販売されてい
るインペラタシリンドラ（Ｉｍｐｅｒａｔａ　ｃｙｌｉｎｄｒａ）の抽出物、　アクリル
酸ホモポリマー、例えばＮＯＦ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＬｉｐｉｄｕｒｅ－ＨＭ
（商品名）、β－グルカン、特にＭｉｂｅｌｌｅ－ＡＧ－Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙから
のナトリウムカルボキシメチルβ－グルカン；ＮｅｓｔｌｅによってＮｕｔｒａＬｉｐｉ
ｄｓの商品名で販売されている、パッションフラワー油、アプリコット油、コーン油およ
び米ぬか油の混合物；Ｃ－グリコシド誘導体、例えば国際公開第０２／０５１８２８号パ
ンフレットに記載されたもの、特に、水／プロピレングリコール混合物（６０／４０重量
％）中に３０重量％の活性物質を含む溶液の形態のＣ－β－Ｄ－キシロピラノシド－２－
ヒドロキシプロパン、例えばＣｈｉｍｅｘによって製造されたＭｅｘｏｒｙｌ　ＳＢＢの
商品名の製品；Ｎｅｓｔｌｅによって販売されているジャコウバラ油；Ｖｉｎｃｉｅｎｃ
ｅによってＡｌｇｕａｌａｎｅ　Ｚｉｎｃの商品名で販売されている、亜鉛で豊富にされ
た微細藻類プロフィリジウムクルエンタム（Ｐｒｏｐｈｙｒｉｄｉｕｍ　ｃｒｕｅｎｔｕ
ｍ）の抽出物；Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ　Ｌｙｏｎ社によってＭａｒｉｎｅ　Ｆｉｌｌｉｎｇ
　Ｓｐｈｅｒｅｓの名前で販売されている、コラーゲンおよび海産物起源のコンドロイチ
ンスルフェートの球（Ａｔｅｏｃｏｌｌａｇｅｎ）；ヒアルロン酸球、例えばＥｎｇｅｌ
ｈａｒｄ　Ｌｙｏｎ社によって販売されているもの；およびアルギニンを包含する。
【０３１３】
好ましくは、グリセロール、ウレアおよびその誘導体、特にＮａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｒ
ｃｈによって販売されているＨｙｄｒｏｖａｎｃｅ（商品名）、ヒアルロン酸、ＡＨＡｓ
、ＢＨＡｓ、アクリル酸ホモポリマー、例えばＮＯＦ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＬ
ｉｐｉｄｕｒｅ－ＨＭ（商品名）、β－グルカン、特にＭｉｂｅｌｌｅ－ＡＧ－Ｂｉｏｃ
ｈｅｍｉｓｔｒｙからのナトリウムカルボキシメチルβ－グルカン；Ｎｅｓｔｌｅによっ
てＮｕｔｒａＬｉｐｉｄｓの商品名で販売されている、パッションフラワー油、アプリコ
ット油、コーン油および米ぬか油の混合物；Ｃ－グリコシド誘導体、例えば国際公開第０
２／０５１８２８号パンフレットに記載されたもの、特に、水／プロピレングリコール混
合物（６０／４０重量％）中に３０重量％の活性物質を含む溶液の形態のＣ－β－Ｄ－キ
シロピラノシド－２－ヒドロキシプロパン、例えばＣｈｉｍｅｘによってＭｅｘｏｒｙｌ
　ＳＢＢの商品名で製造された製品；Ｎｅｓｔｌｅによって販売されているジャコウバラ
油；ＶｉｎｃｉｅｎｃｅによってＡｌｇｕａｌａｎｅ　Ｚｉｎｃの商品名で販売されてい
る、亜鉛で豊富にされた微細藻類プロフィリジウムクルエンタム（Ｐｒｏｐｈｙｒｉｄｉ
ｕｍ　ｃｒｕｅｎｔｕｍ）の抽出物；Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ　Ｌｙｏｎ社によってＭａｒｉ
ｎｅ　Ｆｉｌｌｉｎｇ　Ｓｐｈｅｒｅｓの名前で販売されている、コラーゲンおよび海産
物起源のコンドロイチンスルフェートの球　（Ａｔｅｏｃｏｌｌａｇｅｎ）；ヒアルロン
酸球、例えばＥｎｇｅｌｈａｒｄ　Ｌｙｏｎ社によって販売されているもの；およびアル
ギニンから選択されるモイスチャライザーが使用されるであろう。
【０３１４】
瘢痕化剤
活性物質はまた、瘢痕化剤から選択され得る。
【０３１５】
特に挙げられ得る瘢痕化剤の例は、アラントイン、ウレア、特定のアミノ酸、例えばヒド
ロキシプロリン、アルギニンおよびセリン、および白百合の抽出物（例えばＩｎｄｅｎａ
からのＰｈｙｔｅｌｅｎｅ　Ｌｙｓ　３７ＥＧ　１６２９５）、酵母エキス、例えばＬａ
ｂｏｒａｔｏｉｒｅｓ　Ｓｅｒｏｂｉｏｌｏｇｉｑｕｅｓからの瘢痕化剤ＬＳ　ＬＯ／７
２２５Ｂ）（Ｃｏｇｎｉｓ）、タマヌ（ｔａｍａｎｕ）オイル、サッカロミセスセレビジ
エ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ）抽出物、例えばＡｒｃｈ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌからのＢｉｏｄｙｎｅｓ（商品名）ＴＲＦ、オーツムギエキス、キトサン
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および誘導体、例えばキトサングルタメート、ニンジンエキス、アルテミアエキス、例え
ばＶｉｎｃｉｅｎｃｅからのＧＰ４Ｇ（商品名）、ナトリウムアセキサメート、ラバンジ
ンエキス、プロポリスエキス、キシメニン酸およびその塩、ローズヒップオイル、マリー
ゴールドエキス、例えばＡｌｂａｎ　ＭｕｌｌｅｒからのＳｏｕｃｉ　Ａｍｉ（商品名）
Ｌｉｐｏｓｏｌｉｂｌｅ、ホーステイルエキス、レモンピールエキス、例えばＣｏｓｍｅ
ｔｏｃｈｅｍからのＨｅｒｂａｓｏｌ（商品名）シトロン、ヘリクリサムエキス、コモン
ヤロウエキス、葉酸、β－グルカン誘導体、シアバターおよびその精製画分、変性された
エキソ多糖およびアルキルスルホンポリアミノ糖を包含する。
【０３１６】
抗エージング剤
活性剤はまた、抗エージング剤、すなわち、スキンバリアに対して修復効果を有する剤、
抗糖化剤、細胞のエネルギー代謝を刺激する活性剤、およびそれらの混合物から選択され
得る。
【０３１７】
スキンバリアに対して修復効果を有する剤は、サーマスサーモフィルス（Ｔｈｅｒｍｕｓ
　ｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ）の抽出物、例えばＳｅｄｅｒｍａからのＶｅｎｕｃｅａｎ
ｅ（商品名）、野生ヤマイモ（Ｄｉｏｓｃｏｒｅａ　ｖｉｌｌｏｓａ）の根茎の抽出物、
例えばＡｃｔｉｖｅ　ＯｒｇａｎｉｃｓからのＡｃｔｉｇｅｎ　Ｙ（商品名）、プランク
トンエキス、例えばＳｅｃｍａからのＯｍｅｇａ　Ｐｌａｎｋｔｏｎ（商品名）、酵母エ
キス、例えばＣｏｌｅｔｉｃａからのＲｅｌｉｐｉｄｉｕｍ（商品名）、クリエキス、例
えばＳｉｌａｂからのＲｅｃｏｖｅｒｉｎｅ（商品名）、シーダーの芽のエキス、例えば
ＧａｔｔｅｆｏｓｓｅからのＧａｔｕｌｉｎｅ　Ｚｅｎ（商品名）、スフィンゴシン、例
えばＤｅｇｕｓｓａ社によってＰｈｙｔｏｓｐｈｉｎｇｏｓｉｎｅ（商品名）ＳＬＣの名
前で販売されているサリシロイルスフィンゴシン、キシリトール、ポリキシリチルグリコ
シドおよびキシリタンの混合物、例えばＳＥＰＰＩＣからのＡｑｕａｘｙｌ（商品名）、
ナス科植物の抽出物、例えばＣｏｌｅｔｉｃａからのＬｉｐｉｄｅｓｓｅｎｃｅ（商品名
）、ならびにそれらの混合物から選択され得る。
【０３１８】
また、セラミド、スフィンゴイドに基づく化合物、グリコスフィンゴリピド、ホスホリピ
ド、コレステロールおよびその誘導体、フィトステロール、必須脂肪酸、ジアシルグリセ
ロール、４－クロマノンおよびクロモン誘導体、ならびにそれらの混合物が特に挙げられ
得る。
【０３１９】
スキンバリア機能に対して修復効果を有する好ましい剤として、サーマスサーモフィルス
（Ｔｈｅｒｍｕｓ　ｔｈｅｒｍｏｐｈｉｌｕｓ）の抽出物、野生ヤマイモ（Ｄｉｏｓｃｏ
ｒｅａ　ｖｉｌｌｏｓａ）の根茎の抽出物、酵母エキス、クリエキス、シーダーの芽のエ
キス、およびそれらの混合物が挙げられるであろう。
【０３２０】
用語「抗糖化剤」は、皮膚タンパク、特に真皮タンパク、例えばコラーゲン、の糖化を防
ぐおよび／または減少させる化合物を意味する。
【０３２１】
抗糖化剤の例は、ツツジ科植物の抽出物、例えばブルーベリー（Ｖａｃｃｉｎｉｕｍ　ａ
ｎｇｕｓｔｉｆｏｌｉｕｍ）の抽出物、例えばＣｏｓｍｅｔｏｃｈｅｍ社によってＢｌｕ
ｅｂｅｒｒｙ　Ｈｅｒｂａｓｏｌ　Ｅｘｔｒａｃｔ　ＰＧの名前で販売されている製品、
エルゴチオネインおよびその誘導体、ヒドロキシスチルベンおよびその誘導体、例えばレ
スベラトロールおよび３，３’，５，５’－テトラヒドロキシスチルベン（これらの抗糖
化剤は仏国特許出願公開第２８０２４２５号明細書、同第２８１０５４８号明細書、同第
２７９６２７８号明細書および同第２８０２４２０号明細書にそれぞれ記載されている）
、ジヒドロキシスチルベンおよびその誘導体、アルギニンおよびリシンのポリペプチド、
例えばＳｏｌａｂｉａ社によって販売されているＡｍａｄｏｒｉｎｅ（商品名）、カルシ
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ニンヒドロクロライド（ＥｘｓｙｍｏｌによってＡｌｉｓｔｉｎの商品名で販売されてい
る）、ヘリアンタスアヌス（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ａｎｎｕｕｓ）の抽出物、例えばＳ
ｉｌａｂからのＡｎｔｉｇｌｙｓｋｉｎ（商品名）、ワインエキス、例えばＧｉｖａｕｄ
ａｎ社によってＶｉｎ　ｂｌａｎｃ　ｄｅｓｈｙｄｒａｔｅ　２Ｆの名前で販売されてい
る、マルトデキストリン担体上の粉末化された白ワインの抽出物、チオクチン酸（または
α－リポ酸）、クマコケモモおよびマリングリコーゲンの抽出物の混合物、例えばＬａｂ
ｏｒａｔｏｉｒｅｓ　ＳｅｒｏｂｉｏｌｏｇｉｑｕｅｓからのＡｇｌｙｃａｌ　ＬＳ　８
７７７（商品名）、および紅茶エキス、例えばＳｅｄｅｒｍａからのＫｏｍｂｕｃｈｋａ
（商品名）、ならびにそれらの混合物を包含する。
【０３２２】
細胞のエネルギー代謝を刺激するための活性剤は、例えば、ビオチン、サッカロミセスセ
レビジエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ）の抽出物、例えばＳｅ
ｄｅｒｍａからのＰｈｏｓｐｈｏｖｉｔａｌ（商品名）、ピロリドンカルボン酸のナトリ
ウム、マンガン、亜鉛およびマグネシウム塩の混合物、例えばＳｏｌａｂｉａからのＰｈ
ｙｓｉｏｇｅｎｙｌ（商品名）、亜鉛、銅およびマグネシウムのグルコネートの混合物、
例えばＳＥＰＰＩＣからのＳｅｐｉｔｏｎｉｃ　Ｍ３（商品名）、ならびにそれらの混合
物から選択され得る。
【０３２３】
本発明に従う組成物において使用される活性剤は、親水性または親油性であり得る。
【０３２４】
好ましくは、組成物が、モイスチャライザー、瘢痕化剤および抗エージング剤から選択さ
れる少なくとも１の親水性活性剤を含む。
【０３２５】
特に、本発明に従う組成物は水を含むので、この水が、特に組成物のおよび／または活性
剤の安定性の問題を何ら生じることなく、親水性活性剤の組成物への導入に特に役に立つ
。これは、特にリップケアにおいて、特に興味深い。特に、従来知られている標準的な口
紅組成物は、固体または液体のいずれであっても、めったに水を含まず、そして、含んで
いたとしても、一般に経時的に不安定になる（すなわち、相分離または滲出を受ける）。
【０３２６】
好ましくは、活性剤が、多価アルコール、好ましくはＣ２～Ｃ８、より好ましくはＣ３～
Ｃ６のもの、好ましくは例えばグリセロール、プロピレングリコール、１，３－ブチレン
グリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセロール、およびそれらの混合物、ヒアル
ロン酸、ＡＨＡｓ、ＢＨＡｓ、セリン、コラーゲン、Ｃ－グリコシド誘導体、特に、水／
プロピレングリコール混合物（６０／４０重量％）中に３０重量％の活性物質を含む溶液
の形態のＣ－β－Ｄ－キシロピラノシド－２－ヒドロキシプロパン、コラーゲンおよび海
産物起源のコンドロイチンスルフェートの球（Ａｔｅｏｃｏｌｌａｇｅｎ）、ヒアルロン
酸球；セラミド、好ましくは例えばセラミドＶから選択される。
【０３２７】
好ましくは、組成物の活性物質含有量が、組成物の総重量に対して、０．００１～３０重
量％、好ましくは０．０１～２０重量％、さらには０．０１～１０重量％、さらには０．
０１～５重量％、さらには０．０５～１重量％の範囲である。
【０３２８】
本発明に従う組成物はまた、化粧料において通常使用される任意の追加成分、例えば染料
、フィラーまたは化粧用活性剤を含み得る。
【０３２９】
言うまでもなく、当業者は、上記任意的な追加の化合物および／またはその量を、本発明
に従って使用される組成物の有利な特性が、意図される追加によって悪影響を受けない、
または実質的に悪影響を受けないように選択するように注意するであろう。
【０３３０】
着色剤
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本発明に従う組成物は、少なくとも１の染料を含み得、上記染料は、水溶性または水不溶
性の、脂溶性のまたは脂溶性でない、有機または鉱物の染料、および視覚的効果（ｏｐｔ
ｉｃａｌ　ｅｆｆｅｃｔ）を有する物質、ならびにそれらの混合物から選択され得る。
【０３３１】
本発明の目的のために、用語「染料」は、それが、適する化粧料媒体中に十分な量で配合
されるとき、着色された視覚的効果を生み出し得る化合物を意味する。
【０３３２】
好ましくは、本発明に従う組成物が、少なくとも１の染料、特に顔料、真珠母（ｎａｃｒ
ｅｓ）、および脂溶性および水溶性の染料、ならびにそれらの混合物から選択される染料
、を含む。
【０３３３】
１の好ましい実施態様によれば、本発明に従う組成物が、少なくとも１の水溶性染料を含
む。
【０３３４】
本発明に従って使用される水溶性染料は、特に、水溶性染料である。
【０３３５】
本発明の目的のために、用語「水溶性染料」は、水性相または水混和性溶媒中に可溶であ
りかつ着色することができる、任意の天然のまたは合成の、一般的に有機の化合物を意味
する。特に、用語「水溶性」は、化合物の、少なくとも０．１ｇ／リットルの濃度まで水
に溶解される（肉眼的に等方性の、透明な、着色されたまたは着色されていない溶液を作
る）能力（２５℃で測定される）を意味する。この溶解度は特に、１ｇ／リットル以上で
ある。
【０３３６】
本発明における使用に適する水溶性染料として、特に、合成または天然の水溶性染料が挙
げられ得、例えば、ＦＤＣレッド４（ＣＩ：１４７００）、ＤＣレッド６（Ｌｉｔｈｏｌ
　Ｒｕｂｉｎｅ　Ｎａ；ＣＩ：１５８５０）、ＤＣレッド２２（ＣＩ：４５３８０）、Ｄ
Ｃレッド２８（ＣＩ：４５４１０　Ｎａ塩）、ＤＣレッド３０（ＣＩ：７３３６０）、Ｄ
Ｃレッド３３（ＣＩ：１７２００）、ＤＣオレンジ４（ＣＩ：１５５１０）、ＦＤＣイエ
ロー５（ＣＩ：１９１４０）、ＦＤＣイエロー６（ＣＩ：１５９８５）、ＤＣイエロー８
（ＣＩ：４５３５０　Ｎａ塩）、ＦＤＣグリーン３（ＣＩ：４２０５３）、ＤＣグリーン
５（ＣＩ：６１５７０）、ＦＤＣブルー１（ＣＩ：４２０９０）である。
【０３３７】
本発明において使用され得る水溶性染料の源の非制限的例として、特に、天然源のもの、
例えばコチニールカルミン、ビート根、ブドウ、ニンジン、トマト、アナート、パプリカ
、ヘンナ、カラメルまたはクルクミンの抽出物が挙げられ得る。
【０３３８】
すなわち、本発明における使用に適する水溶性染料は、特に、カルミン酸、ベタニン、ア
ントシアン、エノシアニン、リコペン、β－カロテン、ビキシン、ノルビキシン、カプキ
サンチン、カプソルビン、フラボキサンチン、ルテイン、クリプトキサンチン、ルビキサ
ンチン、バイオラキサンチン、リボフラビン、ロドキサンチン、カンタキサンチンおよび
クロロフィル、ならびにそれらの混合物である。
【０３３９】
それらはまた、硫酸銅、硫酸鉄、水溶性スルホポリエステル、ロダミン、メチレン青、タ
ートラジンの二ナトリウム塩およびフクシンの二ナトリウム塩であり得る。
【０３４０】
これらの水溶性染料のいくつかは、特に、食物用途のために許されている。特に挙げられ
得るこれらの染料の代表例は、食物コードＥ１２０、Ｅ１６２、Ｅ１６３、Ｅ１６０ａ－
ｇ、Ｅ１５０ａ、Ｅ１０１、Ｅ１００、Ｅ１４０およびＥ１４１として参照される、カロ
テノイドの染料を包含する。
【０３４１】



(50) JP 5905605 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

１の好ましい変形によれば、メイクアップされることが意図される皮膚および／または口
唇上に移され得る水溶性染料が、基体への浸み込みと相容性であるように、生理学的に許
容され得る媒体中に配合される。
【０３４２】
水溶性染料は、本発明に従う組成物中に、上記組成物の総重量に対して、０．０１～８重
量％、好ましくは０．１～６重量％の範囲の含有量で存在し得る。
【０３４３】
特に好ましい実施態様によれば、水溶性染料が、ＬＣＷ社によってＤＣイエロー６の名前
で販売されているブリリアントイエローＦＣＦの二ナトリウム塩、ＬＣＷ社によってＤＣ
レッド３３の名前で販売されているフクシン酸Ｄの二ナトリウム塩、および　ＬＣＷ社に
よってＦＤ＆Ｃレッド４０の名前で販売されているＲｏｕｇｅ　Ａｌｌｕｒａの三ナトリ
ウム塩から選択される。
【０３４４】
本発明の１の特定の実施態様によれば、本発明に従う組成物が、染料として、水溶性染料
のみを含む。
【０３４５】
別の実施態様によれば、本発明に従う組成物が、染料として、少なくとも１の顔料および
／または真珠母を含む。
【０３４６】
別の実施態様によれば、本発明に従う組成物が、先に記載された水溶性染料の他に、１以
上の追加の染料、特に例えば、化粧料組成物において慣用的に使用される顔料または真珠
母を含み得る。
【０３４７】
用語「顔料」は、液体有機層において不溶であり、かつ組成物および／または組成物によ
って作られる堆積物を着色するおよび／または不透明にすることが意図される、白のまた
は着色された、無機（鉱物）のまたは有機の粒子を意味すると理解されるべきである。
【０３４８】
顔料は、鉱物顔料、有機顔料および複合顔料（すなわち、鉱物および／または有機物質に
基づく顔料）から選択され得る。
【０３４９】
顔料は、単色顔料、レーキ、真珠母、および視覚的効果を有する顔料、例えば反射的な顔
料およびゴニオクロマティックな顔料から選択され得る。
【０３５０】
鉱物顔料は、金属酸化物顔料、酸化クロム、酸化鉄、二酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリ
ウム、酸化ジルコニウム、マンガンバイオレット、プルシアンブルー、ウルトラマリンブ
ルーおよび鉄ブルー、ならびにそれらの混合物から選択され得る。
【０３５１】
有機顔料は、例えば、
－コチニールカルミン；
－アゾ染料、アンスラキノン染料、インジゴイド染料、キサンテン染料、ピレン染料、キ
ノリン染料、トリフェニルメタン染料およびフルオラン染料の有機顔料；
－有機レーキまたは、アゾ染料、アンスラキノン染料、インジゴイド染料、キサンテン染
料、ピレン染料、キノリン染料、トリフェニルメタン染料またはフルオラン染料などの酸
性染料の不溶のナトリウム、カリウム、カルシウム、バリウム、アルミニウム、ジルコニ
ウム、ストロンチウムまたはチタン塩（これらの染料は一般に、少なくとも１のカルボン
酸基またはスルホン酸基を有する）；
－メラニンに基づく顔料；
であり得る。
【０３５２】
有機顔料として、Ｄ＆ＣブルーＮｏ．４、Ｄ＆ＣブラウンＮｏ．１、Ｄ＆ＣグリーンＮｏ
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．５、Ｄ＆ＣグリーンＮｏ．６、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．４、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．５、Ｄ
＆ＣオレンジＮｏ．１０、Ｄ＆ＣオレンジＮｏ．１１、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．６、Ｄ＆Ｃレ
ッドＮｏ．７、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．１７、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２１、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．
２２、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２７、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２８、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３０、Ｄ
＆ＣレッドＮｏ．３１、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３３、Ｄ＆ＣレッドＮｏ．３４、Ｄ＆Ｃレッ
ドＮｏ．３６、Ｄ＆ＣバイオレットＮｏ．２、Ｄ＆ＣイエローＮｏ．７、Ｄ＆Ｃイエロー
Ｎｏ．８、Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１０、Ｄ＆ＣイエローＮｏ．１１、ＦＤ＆ＣブルーＮｏ
．１、ＦＤ＆ＣグリーンＮｏ．３、ＦＤ＆ＣレッドＮｏ．４０、ＦＤ＆ＣイエローＮｏ．
５およびＦＤ＆ＣイエローＮｏ．６が挙げられ得る。
【０３５３】
疎水性処理剤は、シリコーン、例えばメチコーン、ジメチコーンおよびパーフルオロアル
キルシラン；脂肪酸、例えばステアリン酸；金属石鹸、例えばアルミニウムジミリステー
ト、水素化タローグルタメートのアルミニウム塩、パーフルオロアルキルホスフェート、
パーフルオロアルキルシラン、パーフルオロアルキルシラザン、ポリヘキサフルオロプロ
ピレンオキシド、パーフルオロアルキルパーフルオロポリエーテル基を有するポリオルガ
ノシロキサン、アミノ酸、Ｎ－アシルアミノ酸またはその塩；レシチン、イソプロピルト
リイソステアリルチタネート、ならびにそれらの混合物から選択され得る。
【０３５４】
Ｎ－アシルアミノ酸は、８～２２の炭素原子を有するアシル基、例えば２－エチルヘキサ
ノイル、カプロイル、ラウロイル、ミリストイル、パルミトイル、ステアロイル、または
ココイル基を含み得る。これらの化合物の塩は、アルミニウム、マグネシウム、カルシウ
ム、ジルコニウム、亜鉛、ナトリウムまたはカリウム塩であり得る。アミノ酸は、例えば
リシン、グルタミン酸またはアラニンであり得る。
【０３５５】
上記で引用された化合物において言及された用語「アルキル」は特に、１～３０、好まし
くは５～１６の炭素原子を有するアルキル基を示す。
【０３５６】
疎水性処理された顔料は、特に、欧州特許出願公開第１０８６６８３号明細書に記載され
ている。
【０３５７】
本発明の目的のために、用語「真珠母」は、任意の形態の着色された粒子を意味するとし
て理解されるべきである。上記粒子は、玉虫色であってもなくてもよく、特に、その殻中
の特定の軟体動物によって製造され、あるいは合成され、また、視覚的干渉により色効果
を有する。
【０３５８】
挙げられ得る真珠母の例は、真珠母顔料、例えば酸化鉄によって被覆された雲母チタン、
ビスマスオキシクロライドで被覆された雲母、酸化クロムで被覆された雲母チタン、有機
染料（特に上述した型のもの）で被覆された雲母チタン、およびビスマスオキシクロライ
ドに基づく真珠母顔料を包含する。また、表面で金属酸化物および／または有機着色剤の
少なくとも２の逐次の層が重ねられた雲母粒子であってもよい。
【０３５９】
真珠母は特に、黄色、ピンク、赤、ブロンズ、オレンジ、ブラウン、金および／または赤
褐色を有し得、あるいはキラッと光っていてもよい。
【０３６０】
干渉顔料として第一の組成物に導入され得る真珠母の例として、特に、金色の真珠母、特
にＥｎｇｅｌｈａｒ社によってＢｒｉｌｌｉａｎｔ　ｇｏｌｄ　２１２Ｇ（Ｔｉｍｉｃａ
）、Ｇｏｌｄ　２２２Ｃ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）、Ｓｐａｒｋｌｅ　ｇｏｌｄ（Ｔｉｍｉ
ｃａ）、Ｇｏｌｄ　４５０４（Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）およびＭｏｎａｒｃｈ　ｇｏｌｄ
　２３３Ｘ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）の名前で販売されているもの；ブロンズ色の真珠母、
特にＭｅｒｃｋ社によってＢｒｏｎｚｅ　ｆｉｎｅ（１７３８４）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）
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およびＢｒｏｎｚｅ（１７３５３）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の名前で販売されているもの、
および　Ｅｎｇｅｌｈａｒｄ社によってＳｕｐｅｒ　ｂｒｏｎｚｅ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ
）の名前で販売されているもの；オレンジ色の真珠母、特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によっ
てＯｒａｎｇｅ　３６３Ｃ（Ｃｌｏｉｓｏｎｎｅ）およびＯｒａｎｇｅ　ＭＣＲ　１０１
（Ｃｏｓｍｉｃａ）の名前で販売されているもの、およびＭｅｒｃｋ社によってＰａｓｓ
ｉｏｎ　ｏｒａｎｇｅ（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）　およびＭａｔｔｅ　ｏｒａｎｇｅ（１７４
４９）（Ｍｉｃｒｏｎａ）の名前で販売されているもの；ブラウン色の真珠母、特にＥｎ
ｇｅｌｈａｒｄ社によってＮｕ－ａｎｔｉｑｕｅ　ｃｏｐｐｅｒ　３４０ＸＢ（Ｃｌｏｉ
ｓｏｎｎｅ）およびＢｒｏｗｎ　ＣＬ４５０９（Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）の名前で販売さ
れているもの；銅色の真珠母、特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によってＣｏｐｐｅｒ　３４０
Ａ（Ｔｉｍｉｃａ）の名前で販売されているもの；赤色がかった色を有する真珠母、特に
Ｍｅｒｃｋ社によってＳｉｅｎｎａ　ｆｉｎｅ（１７３８６）（Ｃｏｌｏｒｏｎａ）の名
前で販売されているもの；黄色がかった色を有する真珠母、特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社に
よってＹｅｌｌｏｗ（４５０２）（Ｃｈｒｏｍａｌｉｔｅ）の名前で販売されているもの
；金色がかった赤色真珠母、特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によってＳｕｎｓｔｏｎｅ　Ｇ０
１２（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名前で販売されているもの；ピンク色の真珠母、特にＥｎｇｅ
ｌｈａｒｄ社によってＴａｎ　ｏｐａｌｅ　Ｇ００５（Ｇｅｍｔｏｎｅ）の名前で販売さ
れているもの；金色がかった黒色真珠母、特にＥｎｇｅｌｈａｒｄ社によってＮｕ　ａｎ
ｔｉｑｕｅ　ｂｒｏｎｚｅ　２４０　ＡＢ（Ｔｉｍｉｃａ）の名前で販売されているもの
；青色真珠母、特に、Ｍｅｒｃｋ社によってＭａｔｔｅ　ｂｌｕｅ（１７４３３）（Ｍｉ
ｃｒｏｎａ）の名前で販売されているもの；銀色がかった白色真珠母、特にＭｅｒｃｋ社
によってＸｉｒｏｎａ　Ｓｉｌｖｅｒの名前で販売されているもの；および金緑およびピ
ンクオレンジ色の真珠母、特にＭｅｒｃｋ社によってＩｎｄｉａｎ　ｓｕｍｍｅｒ（Ｘｉ
ｒｏｎａ）の名前で販売されているもの；およびそれらの混合物が挙げられ得る。
【０３６１】
本発明に従う組成物はまた、染料を含まなくてもよい。この実施態様によれば、組成物が
、好ましくは皮膚または口唇のための、ケア組成物であり得る。
【０３６２】
この実施態様によれば、本発明に従う組成物が、有利にはリップバームであり得る。
【０３６３】
フィラー
本発明に従って使用される化粧料組成物はまた、少なくとも１の有機または鉱物のフィラ
ーを含み得る。
【０３６４】
用語「フィラー」は、組成物の媒体に不溶でありかつ分散した形態である任意の形状の無
色または白色の固体粒子を意味すると理解されるべきである。これらの鉱物または有機の
粒子は、組成物に本体（ｂｏｄｙ）または剛性を与え、および／またはメイクアップに柔
らかさおよび均一性を与え得る。上記粒子は染料と異なる。
【０３６５】
本発明に従う組成物において使用され得るフィラーとして、シリカ、カオリン、ベントン
、スターチ、ラウロイルリシンおよびフュームドシリカ粒子、任意的に親水性または疎水
性処理されたもの、およびそれらの混合物が挙げられ得る。
【０３６６】
本発明に従って使用される組成物は、１以上のフィラーを、組成物の総重量に対して、０
．１～１５重量％、特に１～１０重量％の範囲の含有量で含み得る。
【０３６７】
好ましくは、本発明に従う組成物がフィラー、ワックス、ペースト状脂肪物質、半結晶性
ポリマーおよび／または親油性ゲル化剤、およびそれらの混合物から選択される少なくと
も１の化合物を含む。
【０３６８】
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本発明に従って使用される組成物はまた、任意の通常の化粧用成分を含み得る。上記成分
は、酸化防止剤、アルキルセルロース（特にエチルセルロース）以外の追加の膜形成性ポ
リマー（親油性または親水性）、香料、保存剤、中和剤、日焼け止め剤、甘味料、ビタミ
ン、遊離ラジカルスカベンジャーおよび金属イオン封鎖剤、ならびにそれらの混合物から
選択され得る。
【０３６９】
言うまでもなく、当業者は、任意的な追加の成分および／またはその量を、本発明に従う
組成物の有利な特性が、意図される追加によって悪影響を受けないように、または実質的
に受けないように選択するように注意するであろう。
【０３７０】
本発明に従う組成物は、特に、皮膚および／または口唇、特に口唇、をメイクアップする
および／またはケアするための組成物であり得る。
【０３７１】
本発明に従う組成物は、口唇のための液状口紅、ボディメイクアップ製品、顔またはボデ
ィ用ケア製品または日焼け止め製品を構成し得る。
【０３７２】
好ましい実施態様によれば、本発明の組成物は液状である。液体調製物の例として、特に
、リップグロスが挙げられ得る。特に、本発明に従う組成物はリップステインであり得る
。
【０３７３】
本発明に従う組成物は好ましくは、アプリケータ、例えばブラシ、を使用して施与され得
る。
【０３７４】
１の特に好ましい実施態様によれば、本発明に従う組成物は水中油型エマルジョンである
。
【０３７５】
本発明に従う組成物は、化粧料または皮膚科学において一般的に使用される公知の方法に
よって製造され得る。
【０３７６】
上述したように、本発明に従う組成物は均一であり、また、良好な化粧特性、特に光沢、
快適性、突っ張り感のなさ、および新鮮できめ細かく明るい堆積物の点において良好な特
性を有する堆積物への接近を許す。
【実施例】
【０３７７】
本発明は、下記の実施例によってより明瞭に理解されるであろう。
【０３７８】
これらの実施例は、本発明の説明として与えられ、その範囲を限定するとして理解され得
ない。
【０３７９】
実施例１：リップステインの形態の口紅
下記のリキッド状口紅組成物が調製された。本発明に従う組成物１は、水、エチルセルロ
ース、第一の非揮発性の炭化水素に基づくオイル（オクチルドデカノール）、第二の非揮
発性シリコーンオイル（Ｂｅｌｓｉｌ　１０００）、第三の炭化水素に基づくオイルおよ
び界面活性剤を含む。
【０３８０】
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【０３８１】
調製プロトコル：
１）３／７のオクチルドデカノール中のフェニルシリコーンオイル、Ｐａｒｌｅａｍオイ
ルおよび予め粉砕された顔料で構成された脂肪相が、加熱パン中で５５℃に加熱された。
２）界面活性剤が添加され、そして混合物が５５℃で均一になるまで撹拌された。
３）エチルセルロースおよびオクチルドデカノールがビーカーに注がれた。混合物が次い
で、Ｒａｙｎｅｒｉ型のデフロキュレーターを使用して５５℃で１時間撹拌され、次いで
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ーターを使用して５５℃で均一な混合物が得られるまで撹拌された。
４）第二の加熱パンにおいて、この混合物が次いで脂肪相に注がれ、そして混合物が室温
に達するまで撹拌された（Ｒａｙｎｅｒｉ型のデフロキュレーター）。次いでエタノール
が添加され、そして混合物が５分間撹拌された。
５）最後に生成物がリップグロスポットに入れられた。
【０３８２】
室温で２４時間後、得られた組成物が評価され、その粘度が、先に記載されたプロトコル
に従って測定された。
【０３８３】
組成物の安定性が、得られた組成物を２４℃で７２時間および４５℃で７２時間置くこと
によって評価された。組成物は特に、相分離、粒の形成または粘度の変化が観察されるか
どうかをみるためにチェックされた。
【０３８４】

【０３８５】
本発明に従う組成物１および２は、口唇のためのリキッド形態の口紅を与えた。得られた
組成物は均一である。
【０３８６】
組成物の各々が、リップグロスアプリケータを使用して、均一な厚さの堆積物を形成する
ように口唇に施与された。施与の容易性および堆積物の外観が評価された。さらに、堆積
物のべたつき性が、組成物の乾燥中に室温で２分後に評価された。このために、特定の乾
燥時間の後、施与された調製物の上に指が置かれ、上記施与された調製物からその指を離
すときにその人によってべたつきが評価された。
【０３８７】
本発明に従う組成物１について、口唇への施与は容易である（施与時の滑らかさおよび容
易な施与）。得られた堆積物は、均一であり、明るく、きめ細かくかつ新鮮である。さら
に、得られた堆積物は、あまりべたつかず、移動せず、かつ満足のいく光沢性を有する。
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